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<I, 111>

様々な色の発現の規則

　色の中では、白と黒が根源と考えられ、両極とみなされている。残りの色は

この二つの配合の結果（naṣībah）であるとみなされている 1。多量の白が少量の

黒と混ざると黄色が現れる。等量の白と黒からは赤が、白と多量の黒からは緑

が姿を現す。他の様々な色は、それぞれの組合せから現れる。また、冷たさは

湿った物体を白く、乾いた物体を黒くする。熱さは水気のある物体を黒く、乾

いた物体を白くする。これらの要因【冷たさや熱さ】は、受容するものとそれ

に作用する天体（kawākib）の影響によって、それぞれ変化を与えるのである 2。

＊	 青山学院大学文学部准教授
＊＊	岡山大学大学院社会文化科学研究科准教授
 1	 　Abū al-Faḍlが「アルバム序文」で挙げている（注5参照）Ibn Sīnāの『治癒の書』

Kitāb al-šifā’「自然学」（Ṭabī‘īyāt）の第六篇『魂について』al-Nafsの第3部「視覚」の
中で見られる色彩論は、物体上の具体的な色の発現というよりは、視覚による色の知覚
と光の関係に関する議論が主になっている。ただし、諸説を紹介する節において、白
と黒の配合によって赤や黄色などが発現するという説が、典拠を挙げずに触れられて
いる［Šifā’ （Ṭabī‘īyāt 6）: 90, 109-110; Šifā’ （Ṭabī‘īyāt 6） （Jtr.）: 134-135］。（N）

 2	 　Blochmannはこの部分を「これらの要因は物体にそれぞれ影響を与えるが、それは、
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描写の館（taṣwīr-ḫānah）の規則

　写像（ṣūrat）は自らの本体を示し、それは本質を示す。文字の姿が話音（ḥarf）

や言葉（lafẓ）に導き、さらにそれがその意味へと導くように。普通、描写は

存在の幻を描くものだが、ファラングの職人たちは被造物の本質を大変驚くべ

き写像で描き、外見のみを見る者たちにとっては実在のものと見えるほどであ

る。一方で、文字からは過去の人々の経験が手に入り、それは知恵の発展の手

段となる。それゆえ、まず、描写の館のうち選りすぐりの部門である書籍の館

について示そう 3。

　世界の主人たる御方は多くの注意を払い、写像と本質に深い眼差しを注がれ

ている。実に、【文字は】善きものを好む者たちの眼差しにおいては有限の光

の顕現の場であり、深い見識を持つ者たちの目においては世界を示す無限の杯

である。文字という護符は、創造という筆による霊的な図形であり、運命とい

う手による天の書板（kitābah）である 4。また、それは言葉（suḫan）の秘密を

守るものであり、手にとっての舌のようなものである。言葉はその場にいる者

たちの心に力を<I, 112>与える。文字は遠き者にも近き者にも知識を伝える 5。

【色が発現する】物体は受容するものであり、天体の影響を受けるもの（muqtaza）で
もあるからである」と訳している［AA （Etr.）: I, 102］。（N）

 3	 　Blochmannはこの一節をas it is more important of the two artsと訳しているが、ペ
ルシア語原文に即さない解釈なので従わない［AA （Etr.）: I, 103］。（M）

 4	 　「霊的な図形」rūḥānī-handasah. Mīr ‘Alī Harawīの書道論Midād al-Ḫuṭūṭ（1519/20
年成立）は「文字は物質的な道具によって現れる霊的な図形である」というプラトン
Aflāṭūnの所説を引いている［MKh: 90］。（M）

 5	 　この箇所以下の本文は、次段落の末尾「視覚の街道から戻るのである」まで、Abū 
al-Faḍlが「王のアルバム」murraqqa‘-i bādšāhīのために執筆し、Inšā-yi Abū al-Faḍlに
採録されて伝わる「序文」ḫuṭbah（以下「アルバム序文」）の一節と同じ内容を含む

［IAF: 259］。「アルバム序文」の末尾では「確固たる敷居の地に座するAbū al-Faḍl bun 
Mubārakの拙筆によって記されたるこの飾られたる書物から要約が作成された」［IAF: 
265］とあるが、もし「この飾られたる書物」が本書AAを、また「要約」が「アルバ
ム序文」のことを指すなら、この二つの類似テクストの関係は明らかである。「アルバ
ム序文」の執筆年代は定かでないが、アルバム本体が王子Salīm（後のǦahāngīr）の
主導のもとイラーヒー第40年の初頭すなわち西暦1595年春分ごろに完成したとされ
ているから［IAF: 262］、「アルバム序文」の作成はそれ以降のいずれかの時期となる。
一方、本書AAの完成時期は1595年春分以降一年間のいずれかの時期と考えられるか
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文字がなければ、言葉は命を持たず、過去の者たちの所産が心に届くことはな

かっただろう。写像を見る者たちは【文字を】ただの黒い姿と考えるが、本質

を重んじる者たちは知恵の灯火と考える。文字は何千もの煌めきを伴う暗闇で

ある。いやむしろ、未熟な目の者たちにとっての黒点を伴う光である。知恵を

描くものであり、本質という領域の黒土（sawād）である 6。太陽を生み出す闇

夜、知識の雨を降らせる黒雲である。【文字は】見識の宝庫に付された驚くべき

護符である。それは黙しつつ語り、留まりつつ動き、地にありながら高く飛ぶ

のである。

　神の知の宝庫から、話す力を持つ魂に光が射すと、心が 7それを抽象と具象の

境界である想像の領域に送る。すると、属性を帯びたものの抽象化、限定され

たものの非限定化が生じる。そこから【その光は】舌の上に歩みを進め、空気

ら［真下1999: 50-54］、本書が「アルバム序文」の源泉であるという見立てに、年代上
の不合理はない。Blochmannも本書AAの内容が「アルバム序文」に転載された、と説
明している［AA （Etr.）: I, 106, n. 1］。ただし、後続の注8、9および本訳注末尾の【補
注】に示した対照の一例のごとく、「アルバム序文」のテクストは本書のそれよりも多
くの内容を含んでいるケースが少なくない。さらに注13において示されるごとく、イ
ブン・スィーナーの所論の典拠を『治癒の書』と特定するなど、本書の内容を「アル
バム序文」が補う箇所もあることから、「アルバム序文」は本書の単なる縮小版ではな
く、特有の史料価値を備えたテクストと認めるべきである。なお、Akbar治世末期に
王子Salīmが主導して製作を始めさせたアルバムとしてはいわゆる「サリーム・アル
バム」と「グルシャン・アルバム」が知られているが、両者はいずれも絵画と名筆の
集成である。しかるに「アルバム序文」の内容はもっぱら文字を主題としているので、
そのような書画帖の序文として書かれたとは考えにくい。また「サリーム・アルバム」
も「グルシャン・アルバム」も、そこに集録された絵画の年代は1600年以降とされて
いるので、「アルバム序文」の作成年代とはかけ離れている。それゆえ「王のアルバム」
をこの二つのアルバムのいずれかに同定する十分な根拠はないというべきである。そ
うなると従来未知の第三のアルバムの存在が浮上することにもなるが、これについて
も十分な情報はない。（M）

 6	 　「アルバム序文」は「知恵の地平、いやむしろ、本質の領域という広大な黒土を描く
ものである」となり、構文が異なる［IAF: 259］。当該箇所のラテン文字転写は【補注】
を見よ。（M）

 7	 　この箇所に対応する「アルバム序文」のテクストは、主語を「心」ではなく、「心の
持ち主」（sulṭān-i dil）としている。また後出する本文の「天空を行くこの旅人を」「指
先の助けによって進ませる」主語は文脈上、「心」と解するべきであろうが、「アルバ
ム序文」のテクストは「心の統御者」（farmān-rawā-yi dil）となっている［IAF: 259］。
当該箇所の文脈については【補注】を見よ。（M）
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の助けを借りて耳の窓に入る。その後、徐々に属性の荷を肩から下ろし、自ら

の場所に戻る。一方、天空を行くこの旅人【光】を、【心が】指先の助けによっ

て進ませることもある。【光は】そこから筆墨の海陸を遍歴し、紙面という憩い

の場に荷をほどいて、視覚の街道から戻るのである 8。

　文字は話音を示すものなので、それについて少々記し、理解の灯火とする説

明は不可避である 9。話音は空気の様相に依存する特定の現象である。二つの堅

いもの 10が強くぶつかる場合、それは衝突（qar‘）と言われる。もし激しく離れ

ると、それは破裂（qal‘）と呼ばれる。【二つの堅いものの】間にある空気が水

のように波打ち、それによってある現象が生じると、それは音声（āwāz）と名

付けられる。【音声の発生源から】遠くにある原因を説明し、声（ṣawt）とは空

気の波動であると言う者たちもいれば、近くにある原因を【説明し】、声とは激

 8	 　「アルバム序文」は、本書の以上の箇所に対応する記述の後、さらに次のような説明
を続ける。「また知らねばならぬ。心の知識の館から、外面の実践の家へと向かう旅人
にはいずれであれ、すでに述べた宿所の数々とは別に、四つの宿所がある。それは内
実の旅団がそこを通過するはずのところである。そしてそれは四つの状態のことを指
す言葉である。すなわち、第一はそのはたらきについて思慮する心の中に現れるもの
で、それは心情（ḫāṭir）と名付けられ、魂の軌跡（ḥadīṯ-i nafs）と呼ばれる。第二は、
心を引き付けるもので、動悸を起こさせるものである。これは意欲と興奮と呼ばれる。
第三は、心が重大な決意をするところである。第四は、そのはたらきが秘匿の帳から顕
現の場へと急ぐところである。見識を追求する者は、この内実の輿に座るものどもが
往来する宿所と段階の数々について、深い洞察を致さねばならない。そうすれば、自
存（taǧarrud）と依存（ta‘alluq）の真理の数々について、覚知することができるだろ
う」［IAF: 259-260］。（M）

 9	 　以下の本文は、同段落の末尾まで「アルバム序文」の一節と重なる［IAF: 260-261］。
ただし「アルバム序文」にはその一節に先行して、描写（taṣwīr）と文字との関係につ
いてかなり長い記述が付け加えられており、そこでは「文字（ḫaṭṭ）とは、各々の集団
が意味や意図の理解や伝達のために定めてある話音の外貌（ṣuwar-i ḥurūf）を、特定
のやり方で記すという特別な描写である」と説明されている［IAF: 260］。（M）

 10	　「二つの堅いもの」dū ṣulbに対して、「アルバム序文」は「堅くて互いにぶつかりあ
う二つの物」dū čīz kih ṣulb wa muṣādim-i yak-dīgar bāšandという文言になっている

［IAF: 261］。（M）
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しい衝突あるいは破裂であるとする者たちもいる 11。また、高さ 12、低さ、鼻にか

かること、喉の重さから発する掠れといった他の状況も声を発生させる。そし

て、調音点（maḫāriǧ）や気流の分節に応じて、別の状況も声を発生させ、二つ

の高音、二つの低音、二つの鼻音、二つの掠れ音がそれぞれ分かれる。これは

話音と呼ばれる。これはイブン・スィーナー（pūr-i Sīnā）の見解である 13。知識

が豊富な者たちの一部は、特定の状況で発生したもののみを話音とみなす。一

方、深い見識を持つ一団は、発生させるものと発生したものの総体を話音と呼

ぶ。実に、後者の見解が真実に近い。

　ヒンド語（Hindī）には52の、ユーナーン語（Yūnānī）には某 14の、ペルシ

 11	　この一文について、底本のテクストには混乱がある。「遠くにある原因」sabab-i ba‘īd
を Ms. AおよびMs. Cは「近くにある原因」sabab-i qarībとする一方、底本の「近くに
ある原因」の箇所をMs. AおよびMs. Cは「遠くにある原因」としている。つまり二つ
の形容詞「遠い」ba‘īdと「近い」qarībの配置が異なっているわけである。底本に従っ
て本文を解釈すれば、「遠く」「近く」とは音声の発生源（調音点）からの距離を意味
していることになるし、諸写本の異文に従えば、それは音声の聴取者からの距離を意
味していることになる。しかるに「アルバム序文」は、「そして一部の識者たちの意見
では、音声とは空気の波動であると、近くにある原因によって音声が理解されている。
また一部の人々は、音声とは激しい衝突ないし破裂であると、遠くにある原因に帰し
ている」［IAF: 261］となっており、諸写本の異文に即した説明になっている。（M）

	 　『治癒の書』の『魂について』第2部「聴覚」の中では、音が衝突（qar‘）や破裂（qal‘）
そのものか、あるいはそれらによって空気に発生する波動か、あるいはそれらから生ま
れる第3のものか、という議論が見られる。ただし、その議論においては、「遠く」あ
るいは「近く」の原因という表現は見られない［Šifā’ （Ṭabī‘īyāt 6）: 83-84; Šifā’ （Ṭabī
‘īyāt 6） （Jtr.）: 100-101］。（N）

 12	　zīr. 底本 I, 47頁に既出。この語を（音域が）高いと訳することについては、訳注（3）
の138頁を参照されたい［AA （Jtr.）（3）: 138］。先の箇所と同様、Blochmannはこの
語をpiano（弱音）と訳しているが、従わない［AA （Etr.）: I, 104］。（N）

 13	　「アルバム序文」のテクストは「シャイフ・アブー・アリー・スィーナーは、『治癒』
において、この声の特有の現象を話音と言っている」とあり、典拠の文献を特定して
いる［IAF: 261］。（M）

	 　本文中の話音に関する説明が『治癒』のどの部分に基づくかは特定できていない。な
お、Ibn Sīnāの著作『話音の形成法』Asbāb ḥudūṯ al-ḥurūfにおいては、アラビア語の子
音それぞれや、その他の話音が発生する解剖学的な原理について個別の説明がなされ
ている［谷口 1981］。（N）

 14	　fulānī. B写本は底本と同様で、A写本、C写本では fulānとなっている［AA Ms. A: 47v; 
AA Ms. B: 53r; AA Ms. C: 41v］。もともと空欄であったか、後で数字を書き入れる予定
で仮に入れていた語がそのまま残ってしまったものか。 （N）
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ア語には18の話音がある 15。アラビア語には28あり、18種類の文字形によって

表現される 16。ハムザをアリフと区別しないなら、語中形では15である 17。単独

文字群のあとにラームとアリフの合字が説明されるのは、無母音文字（sākin）

は、一つの話音との結合が許容されるのが必然だからである。ラームの特徴 18

は、それがアリフの中心（dil）であり、アリフはその中心であることによる 19。

古の時代には母音記号（i‘rāb）はなかった。ある者たちは<I, 113>異なった色

で書かれた点で印を付けていた。文字の上の赤い点が短母音のaを表していた。

短母音のuのためには前に、短母音の iには下に点を打っていた。ハリール・ブ

ン・アフマド・アルーズィー 20は、全ての母音記号を今日巷間にあるような姿

 15	　「ヒンド語」やペルシア語の話音数についてのこの記述が、何らかの文献の情報に基
づくものか、あるいはアクバル時代に用いられていたそれぞれの言語の実態に基づく
ものかは特定できない。（N）

 16	　ここでは、bāと tāと ṯāなど、アラビア文字の文字線の形が共通するものが一つの文
字形とみなされていると考えられる。「アルバム序文」テキスト欄外にも同様の解釈を
示す注が付されている［IAF: 261, n.5］。なお、QKhは、アラビア文字の形をbā、ǧīm、
dāl、rā、sīn、ṣād、ṭā、‘ayn、fā、qā、kāf、lām、mīm、nūn、wāw、hā、lā、yāの18
種類に分けて解説している。QKhとAAの関係については注37参照［QKh: 302-305］。

（N）
 17	　語中ではbāと文字線が同形となるnūnとyāなどを除いた数であると考えられる
［AA （Etr.）: I, 104-105］。なお、「アルバム序文」では、この段落冒頭からここまでのテ
キストは「話音の真実が明らかにされたが、【話音の】数については、それぞれの集団
で様々に異なると知れ。そして、この至高のアルバムを構成している文字については、
もしハムザとアリフを区別しないなら【話音は】28で、18の形をとると証明されてい
る。そうでなければ29である」となっている ［IAF: 261］。（N）

 18	　底本はAḪṢTAṢだが、諸写本に従い iḫtiṣāṣと訂正した ［AA Ms. A: 47v; AA Ms. B: 53r; 
AA Ms. C: 41v］。 （N）

 19	　Blochmannは、「alifという【3文字の】単語の中心の文字が lāmであり、lāmという
【3文字の】単語の中心の文字がalifであることによる」と訳している ［AA （Etr.）: I, 104-
105］ 。また「アルバム序文」は、「ラームの特別さの原因は、ラームの中心（dil）が
アリフであり、アリフの真ん中がラームである、ということである」という、より明
瞭な説明を与えており、この文に付された「アルバム序文」の欄外注釈は「発音上の
ラームにおいては、文字としてのラームと文字としてのミームの間に文字としてのア
リフが位置している。また発音上のアリフにおいては、文字としてのアリフと文字とし
てのファーの間に文字としてのラームが位置している。こうして、この二つの文字の
間に筆記上の一体性があるということゆえに、合字が生じるのである」と、Blochmann
と同じ主旨の解説をしている［IAF: 261］。（M）

 20	　Ḫalīl b. Aḥmad ‘Arūḍī. Baṣraで活動した、最初期のアラビア語文法学者で、著名な
文法学者Sībawayhの師。最初のアラビア語辞書Kitāb al-‘aynの原案を作成したとされ
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に定めた 21。

　聡明な者には明らかなように、文字の美しさは、文字に関する他の指標

（marātib）と同じく、見る者の違いによって相違を来たし、それぞれの集団が

おのおの心惹かれて楽しんでいるのである。例えば、ヒンド文字（Hindī） 22、シ

リア文字（Suryānī）、ユーナーン文字（Yūnānī）、ヘブライ文字（‘Ibrī）、コプト

文字（Qibṭī）、マアキリー文字（Ma‘qilī） 23、クーフィー文字（Kūfī）、カシュミー

ル文字（Kašmīrī） 24、アビシニア文字（Ḥabašī） 25、ライハーニー文字（Rayḥānī） 26、

アラビア文字（‘Arabī）、ペルシア文字（Pārsī） 27、ルーム文字（Rūmī）、ヒムヤル

る。没年には791年、786年、776年などの説がある。彼がアラビア文字の母音記号の
形を現在のような形にしたという情報は、9世紀以降の史料で見られるようになるとい
う［Gruendler （EQ）: Arabic Script; Sellheim （EI2）: al-Khalīl b. Aḥmad］。なお、本文
に記されている、アラビア語の母音を文字の上下に分別点をつけて示す手法の発案は、
正統カリフ‘Alīの支持者であったAbū al-Aswad al-Du’alīに帰される［Fleisch （EI2）: 
Kasra; Fück （EI2）: Abu’l-Aswad al-Du’alī］。（N）

 21	　「アルバム序文」では、この後に以下のような文章が続く。「また、文字は2種類に分
けられる。【一つは】印付き（mu‘ǧamah）、すなわち点がついている文字である。印を
つける（i‘ǧām）とは、曖昧さの除去という意味である。点がついていない文字を印無
し（muhmalah）と呼び、それには点がつけられていない。他の人々の命名法では、全
ての綴り字（ḥurūf-i tahaǧǧī）は印付きと言われる。なぜなら、点によって曖昧さが除
かれているからである」［IAF: 262］。（N）

 22	　以下に列挙される「文字」が、今日の言語史・文字史の研究において認知されてい
る歴史上の文字系ないし書体のいずれにあたるのかを比定するための十分な証拠はな
い。例えば「ヒンド文字」は南アジアで通用した何らかのインド系文字を指している可
能性が高いが、それを例えばデーヴァナーガリー文字と断定できる根拠はどこにもな
い。また「ユーナーン文字」を言語史上のギリシア文字に特定する根拠もないし、こ
れが後出する「ルーム文字」とどのように違うのかについても不明である。それゆえ、
以降の注釈における文字・書体の解説は、名称の素朴な引き当てという仮定に立った
ものと理解していただきたい。（M）

 23	　現在マアキリーと呼ばれている文字は、クーフィー書体の一種で、Square Kuficとも
言われる。主に碑文や装飾タイルに用いられる。ティムール朝やサファヴィー朝の建
築にも良く見られる［Waley et al. （EIs）: Calligraphy］。（N）

 24	　ブラーフミー文字の支派であるスィッダマートリカー文字から派生したシャーラ
ダー文字を指すか［田中 1981: 204-206］。（N）

 25	　南アラビア系文字から派生したエチオピア文字（ゲーズ文字）を指すか。ゲーズ文
字の最古の碑文は紀元後350年頃のものである［内記 1981: 175-177］。（N）

 26	　アラビア文字のライハーニー書体を指すか。（N）
 27	　中世ペルシア語で用いられていたパフラヴィー文字を指すか。（N）
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文字（Ḥimyarī） 28、ベルベル文字（Barbarī） 29、アンダルス文字（Andalusī） 30、ルー

ハーニー文字（Rūḥānī）や、古い書物が説明している他の文字など 31。ある者た

ちは、ヘブライ文字の獲得を7000のアーダム 32に、また別の集団はイドリース 33

に関係付けている。イドリースはマアキリー文字を完成させたと言う者たちも

 28	　紀元後1世紀から6世紀にアラビア半島南部で活動していたヒムヤル族にちなむ文
字名か。現在ヒムヤル文字と呼ばれている文字の碑文には、紀元前7世紀頃から紀元後
6世紀頃までのものがある［Mordtmann, J. H. （EI） Ḥimyar］。（N）

 29	　リビアや北アフリカにおいて、ベルベル系の人々がイスラーム以前からの碑文で
用いていた文字のいずれかを指すか。主なものにティフナグ（Tifnaġ）文字がある 

［Camps, G. et al. （EI2） Lībiyā］。（N）
 30	　アラビア文字のアンダルス書体を指すか。（N）
 31	　この周辺では、ヘブライ文字やアラビア文字といった文字系と、クーフィーなどの書

体が区別されずに羅列されている。サファヴィー朝に仕えた書家Qāḍī Aḥmadによっ
て16世紀末に書かれたGHには、‘Arabī, Ḥimyarī, Yūnānī, Fārsī, Suryānī, ‘Ibrānī, Rūmī, 
Qibṭī, Barbarī, Andalusī, Hindī, Ṣīnīの12種 類 説 と、 そ こ にTamūdī, Ḥaǧarī, Rūmī-i 
maqlūb, Kūrī, Ma‘qilī, Ğa‘farī, Gurǧīの7種類を加える説が記されている［GH: 12; GH 

（Etr.）: 53］。（N）
	 　IAFの「アルバム序文」が列挙しているのは次のとおり：ヒンド文字、シリア文字、

ユーナーン文字、ヘブライ文字、コプト文字、マアキリー文字、クーフィー文字、カ
シュミール文字、ハバシュ文字、ライハーニー文字、ルーハーニー文字、その他［IAF: 
263］。以上のごとく、本文にあるアラビア文字、ペルシア文字、ルーム文字、ヒムヤ
ル文字、ベルベル文字、アンダルス文字を列挙の中に含めていないことになる。（M）

 32	　Ādam haft-hazārī. Blochmannによると、この呼び名には、Ādamが死んだ時の人口
が7000人であることにちなむという説や、Ādamが7000年前に創造されたことに由来
するという説があるという。Badā’unīも、Ādamが7000年前に創造されたとしている

［AA （Etr.）: I, 105, n. 2; MT: II, 337］。Ādamとヘブライ文字を関連させる説がどのよう
な典拠によるものかは特定できていない。（N）

	 　DDM（サファヴィー朝王子Bahrām Mīrzāのために書かれた）は、最初に文字を書
いたのはĀdamであり、Idrīsがそれに続いたというが、どのようにして書字が行われ
たかは不明であり、せいぜい知られているのは、「シリア語」と「ヘブライ語」の語句
が話されていたということのみだと伝える［DDM: 262］。これに対してGHは、Ādam
がアラビア文字を書いた最初の人間であり、その後にĀdamの子Šīṯがヘブライ文字を
知ったという説を紹介する一方、文字を知ったのは Idrīsであるという説、Ṭahmūraṯ 
Dīwbandが書字を創始したという説があることを伝えている［DDM: 262; GH: 12; GH 

（Etr.）: 52］。（M）
 33	　Idrīs. クルアーンに2回登場し、預言者の一人とされている人物。多くの場合、聖書の

Enochに、また時にElijah （Ilyās）あるいは永遠の命を持つḪiḍrに比定される［Vajda 
（EI2）: Idrīs］。彼とヘブライ文字やマアキリー文字を関連させる説がどのような典拠に
よるものかは特定できていない。なお、DDMは、Ādamに次いで文字を書いた人間を
Idrīsとする［DDM: 262］。またGHは、文字を書くことを考案した最初の人間が Idrīsで
あるという説があることを伝えている［GH: 12; GH （Etr.）: 52］。（N）
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いる。また、クーフィー文字は、信徒の長アリーがマアキリー文字から作った

のだと言う者たちもいる 34。諸々の文字の差異は、直線（saṭḥ）と曲線（dawr）

に由来する。クーフィー文字は1ダーング 35が曲線で残りは直線であり、マアキ

リー文字は全て直線であるというように。古い建物に書かれた文字は、多くの

場合この文字で残されている。黒い部分と白い部分を入念に区別し、読む際に

混乱が生じないのがよりよいものである 36。

　今日、イランやトゥーラーン、ルーム、ヒンドでは、8種類の文字が通用し

ている 37。それぞれの集団がそのどれか一つを使っている。そのうち6種類すな

わちスルス、タウキーウ、ムハッカク、ナスフ、ライハーン、リカーウは、イ

 34	　DDMは、Ya‘rub b. Qaḥṭānがクーフィー文字を発案し、‘Alīが完成させたという説を
伝えている［DDM: 262］。（N）

 35	　dāngは全体の6分の1を意味する。重さ、長さなどに用いられる。「クーフィー文字
は1ダーングが曲線で残りは直線である」という説明はQKhにも見える［QKh: 298］。

（N）
 36	　IAFの「アルバム序文」はこの部分を以下のごとく記す。「最も良いマアキリー文字

とは、黒のところと白のところの案配（marātib）がいずれも、その黒と白によって字
の黒い部分を読む人に混乱を生じさせないような特別のやり方で区別されているよう
なもののことである」　［IAF: 263］。（M）

 37	　以下のような、書体の発展とそれぞれの書体で知られた書家の列挙によるアラビア
文字書道史の叙述は、16世紀以降にペルシア語で記された書道関連の作品の多くに見
られる。しかし、それらの作品の書家リストの間には、書体が説明される順番、それ
ぞれの書体の説明に割かれる分量の配分、挙げられる書家の名前において違いが見ら
れる。イブン・ムクラに由来する六書体＞タアリーク書体＞ナスタアリーク書体とい
う順番については、AAとMKh、DDM、GHに共通している。一方、DQMは六書体＞
ナスタアリーク＞タアリークという順番をとり、QKhにはタアリークの書家リストは
見られない。AAと同様の配置をする作品でも、MKhは六書体に比重が置かれており、
DDMは六書体の末尾にタアリークを付して一節にまとめている［DDM: 263-266; DQM: 
281-282; MKh: 93-94; QKh: 306-319］。挙げられている書家に関しては、AAの六書体と
ナスタアリークの部分はQKhと共通点が多い。両書が挙げているYāqūt Musta‘ṣimīの
6名の弟子は完全に一致し、また、AAの六書体の部分で言及されている書家のうち、
Mawlānā Muḥyī ŠīrāzīとMawlānā Šāh Mašhadīの2名を除くすべてが、QKhの最終章
第1部（六書体の書家）にほぼ同じ順番で挙げられている。ナスタアリークの書家リス
トに関しても、AAとQKhはともにMawlānā Sulṭān ‘Alī Mašhadīの高名な弟子を6名と
し、さらにAAのリストのうちMawlānā ‘Abd al-Raḥīm Ḫwārizmīまでの書家について
は、 Mawlānā Sulṭān ‘Alī Qā’inī、Mawlānā Sulṭān ‘Alī Mašhadī、Mawlānā Hiǧrānīの3
名を除くすべてをQKhに挙げられている書家に引き当てることができる。書家リスト
に関しては、AAとQKhの関係は極めて深いと言える。（N）
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ブン・ムクラ 38が太陰暦310年【西暦922/3年】にマアキリー文字とクーフィー

文字から編み出した 39。それにグバール 40を加えて、7種類の文字が彼によると

する人々や、ナスフがヤークート・ムスタアスィミー 41によるとする人々もい

る。スルスとナスフは、曲線が3分の1、直線が3分の2を占める。前者の名前

は大字（ǧalī）で、後者の名前は小字（ḫafī）である 42。タウキーウとリカーウ

 38	　Ibn Muqlah, Abū ‘Alī Muḥammad b. ‘Alī. アラビア文字書道の創始者とも称される書
家。アッバース朝の宰相であり、政争によって右手を切断され獄死した。886-940年。
GHでは、これらの書体はクーフィー文字から生み出されたとされている。11世紀の
文人Abū Ḥayyānが引用している Ibn Muqlahの著作では、文字の形や大きさ、文章を
書く際のバランスなどの理論化・体系化が論じられている。RampurのRaza Libraryに
は、彼の手になると伝えられるクルアーンの写本が所蔵されている［Blair 2006: 157-
160; Waley et al. （EIs）: Calligraphy; Yūsofī （EIr）: Calligraphy］。（N） 

	 　Ibn Muqlahに6書体（sittah）を帰する説はGHにも見え、同書の異本には6書体に、
「より大きな筆で」書かれるトゥーマール ṭūmārおよび「より繊細な筆で」書かれる
グバールを加えて8書体を同人が考案したとする説も紹介されている［GH: 16-17; GH 

（Etr.）: 56, n. 135］。（M）
 39	　IAFの「アルバム序文」はこの6種類に加え、タアリークとナスタアリークも列挙し

ているが、その説明は明らかに辻褄が合わない［IAF: 245］。（M）
	 　DQMは、ヒジュラ暦310（922/3）年に Ibn Muqlahがクーフィー文字からこれらの

書体を考案したとしている［DQM: 281］。（N）
 40	　「塵芥」を意味するġubār の語によって呼ばれた極小書体については、Tīmūrのた

めに書家‘Umar Aqṭa‘がこの書体を用いて作成したコーラン写本についてGHが伝えて
いる。それによると、その写本は印章付き指輪のソケットの下に収まるほどの小ささ
で、これを献じられたTīmūr はその存在に気づかぬほどであったという［GH: 25; GH 

（Etr.）: 64］。なお Ibn Muqlahに7書体を帰する説の類例は今のところ見いだせないが、
ティムール朝時代の書家Mawlānā Sīmī Nīšāpūrīがġubārを加えた7書体を駆使したこ
とについては［GH: 58; GH （Etr.）: 125, n. 408］。（M）

 41	　Yāqūt Musta‘ṣimī. 本名はYāqūt Ǧamāl al-Dīnであり、アッバース朝最後のカリフ、
Musta‘ṣim（在位1242-1258年）の奴隷であったためこのように呼ばれる。おそらくアナ
トリアのAmasyahに生まれ、幼い頃にBaġdādに連れてこられてMusta‘ṣimに仕えた。
HuleguによるBaġdād占領後も同地で活動した。1298年没。非常に多作であったこと
で知られ、アラビア語とペルシア語両方の作例が残されている。［Blair 2006: 242-249］。

（N）
 42	　ǧalīは大きい、あるいは太い文字、ḫafī は小さい、あるいは細い文字を指す。Mīr ‘Alī 

Harawī（注104）作と伝えられるMKhは、ナスフはスルスの細いもの（bārīk）であり、
同様にライハーンはムハッカクの、リカーウはタウキーウの細いものであるという表
現をしている［MKh: 92］。また、Blairは、本文と同様に、大きい（large）文字のスル
スが小さい（small）文字のナスフの対（counterpart）である、また、小さいライハー
ンと大きいムハッカクが対であるという説明をしているが、その典拠は示されていな
い［Blair 2006: 167］。なお、al-ṯulṯ al-ǧalīl （太字のスルス）、al-ṯulṯ al-ḫafīf （細字のス
ルス）のように、同一書体の中での差異を示すのに用いられる場合もある［Waley et 
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は、曲線が4分の3で、残りが直線である。上と同じやり方で、それら2つも大

字および小字と名付けられる。ムハッカクとライハーンは4分の3が直線であ

る 43。同様にこれら2つも【それぞれ大字、小字と】名付けられる。イブン・バ

ウワーブの名前で知られるアリー・ブン・ヒラール 44は6つをいずれも上手く書

き、ヤークートが完成させた。彼の6人の弟子たちが高名になった 45。世間では

シャイフザーダ・スフラワルディーの呼び名で知られるシャイフ・アフマド 46、

al. （EIs）: Calligraphy; Yūsofī （EIr）: Calligraphy; AA （Etr.）: I, 106］。（N）
	 　IAFの「アルバム序文」はǧalīとḫafīについて本文よりも直接に、「スルスとナスフ

については、曲線が3分の1、直線が3分の2である。ジャリーの方がスルスと呼ばれ、
ハフィーの方がナスフと呼ばれる」［IAF: 263-264］と説明している。タウキーウとリ
カーウ、ムハッカクとライハーンの組み合わせについても同様である。（M）

 43	　QKhにおける各書体の曲線の割合の説明は、スルスとナスフ、タウキーウとリカー
ウについては本文の割合と同様だが、ムハッカクとライハーンについては、半分が曲
線、半分が直線とされている［QKh: 300］。（N）

 44	　‘Alī b. Hilāl. ブワイフ朝時代の書家。 Baġdādのブワイフ朝宮廷の門番の息子であっ
たため、Ibn Bawwāb（門番の息子）と呼ばれる。ペンやインクの改良も行った。1022
年没。 Blairは、アラビア文字の書体における曲線の使用は彼によって確立されたとし
ている。作例としては、Chester Beatty Library所蔵のクルアーン写本や、ジャーヒリー
ヤ時代の詩人Salama b. Jandalの作品と解説を複数の書体を用いて筆写したTopkapi 
Palace Musium Library所蔵写本が有名である［Blair 2006: 160-178; Waley et al. （EIs）: 
Calligraphy; Yūsofī （EIr）: Calligraphy］。（N）

 45	　Yāqūt Musta‘ṣimīの傑出した弟子として6人を挙げること自体、歴史のなかでしだ
いに成立した歴史認識であることについてはBlairが論じている［Blair 2003］。16世紀
Īrānで成立したGHも6名を挙げるが、本書が挙げる6名のうち、Mīr Yaḥyāのかわり
に、Naṣr Allāh Ṭabībを挙げている ［GH: 21-22; GH （Etr.）: 60 ff.］。（M）

	 　DQMはGHと同様の6名を挙げる［DQM: 281-282］。また、16世紀後半に書かれた、
Tabrīzとその周辺の著名人の墓案内であるRJは、Yāqūt Musta‘ṣimīの6名の弟子とし
て、GHと同様にŠayḫzādah Aḥmad, Ḫwāǧah Arġūn Kāmilī, Mubārak-Šāh b. ‘Abd Allāh 
Zarrīn-qalam, Mawlānā Naṣr Allāh Ṭabīb, Sayyid Ḥaydar Gundah-nawīs, Mawlānā 
Yūsuf Mašhadīを挙げている［RJ: I, 270］。一方、QKhでは、本書と同じくŠayḫ Aḥmad 

（Muḥammad）, Arġūn Kāmilī, Mawlānā Yūsuf Mašhadī, Mawlānā Mubārak-Šāh Zarrīn-
qalam, Sayyid Ḥaydar Gundah-nawīs, Pīr Yaḥyā Ṣūfīの6名が挙げられている［QKh: 
308］。（N）

 46	　Šayḫ Aḥmad. イルハン朝期の Baġdādで活動した文人、音楽家。スフラワルディー
派のŠihāb al-Dīn ‘Umar Suhrawardīの子孫。 Semsarは、彼はYāqūt Musta‘ṣimīの師匠
の2人から書道を学んだとする。彼をYāqūt Musta‘ṣimīの弟子とする説は、ティムール
朝以降のペルシア語の伝記に見られるものである。作例についてはBlair 2006を参照

［Blair 2006: 249-251; Semsar （EIs）: Aḥmad al-Suhrawardī］。 （N）
	 　Šayḫzādah-i SuhrawardīがYāqūt Musta‘ṣimīの弟子であるとの所伝はGHにもある
［GH: 21; GH （Etr.）: 60］。（M） 
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アルグン・カーミリー 47、マウラーナー・ユースフ・シャー・マシュハディー 48、

マウラーナー・ムバーラク・シャー・ザッリーンカラム 49、ハイダル・グンダナ

ウィース 50、ピール・ヤフヤー・スーフィー 51【である】。

 47	　本書のテクストは底本もいずれの写本もArġūn Kābulīとするが、歴史的にはArġūn 
Kāmilīが正しいので、テクストの訳文としては「カーブリー」とあるべきところを

「カーミリー」と改めた。 QKh、GHにもArġūn Kāmilīとある［GH: 21; GH （Etr.）: 60-
61; QKh: 308］。（M）

	 　Arġūn Kāmilīは14世紀前半に活動した書家。Blairによると、Aḥmad al-Suhrawardī
（注46）、Naṣr Allāh（注53）と共に、‘IrāqにおけるYāqūt Musta‘ṣimīの3人の門人
（follower）とされることがある。作例としてはライハーン書体のクルアーン写本複数
で知られる［Blair 2006: 293, n. 43, 356, n. 40］。（N）

 48	　Mawlānā Yūsuf Šāh Mašhadī. QKhではMawlānā Yūsuf Mašhadīと呼ばれている。
Blairによると、ĪrānにおけるYāqūt Musta‘ṣimīの3人の門人の一人とされることがあ
る、イルハン朝期の書家。他の2人はḤaydar （注50）とMubārak-Šāh（注49）である。

［QKh: 308; Blair 2003: 44-45; Blair 2006: 296, n.63］。（N）
 49	　Mawlānā Mubārak-Šāh Zarrīn-qalam. Yāqūt Musta‘ṣimīの弟子で、イルハン朝期に活

動したMubārak-Šāh b. Quṭbを指すか。QKhでもMawlānā Mubārak-Šāh Zarrīn-qalam
（黄金の筆）と呼ばれている［QKh: 308; Blair 2003: 42, 44; Blair 2006: 296, n.63］。（N）

	 　GHにはMubārak-Šāh Zarrīn-qalamとある［GH: 21-22; GH （Etr.）: 61］。（M）
 50	　Ḥaydar Gundah-nawīs. イルハン朝期の書家。作例としては、Iṣfahānのジャーミイ・

モスクのミフラーブの碑文（ヒジュラ暦710（1310）年の紀年あり）が現存している。
Rašīd al-Dīnの息子Ġiyāṯ al-Dīn Muḥammadの書道の師匠であった［GH: 22; GH （Etr.）: 
61; Blair 2006: 253-255］。なおこの書家の名について IAFの「アルバム序文」はSayyid 
Ḥaydar とする一方、GHにはSayyid Ḥaydar Gundah-nawīsとある。ちなみにgundah-
nawīsとはこの場合、ǧalī-nawīsすなわち「大字書き」の意であることは QKhとGHが
説明している［IAF: 264; GH: 22; GH （Etr.）: 61; QKh: 308; Blair 2006: 254］。（M）

 51	　底本はMīr Yaḥyāとするが、Ms. A, Ms. C はMīrではなくPīrとする［AA Ms. A: 48r; 
AA Ms. C: 42v］。IAFの「アルバム序文」はMīr Yaḥyāとするが誤りである［IAF: 264］。
また底本およびこれに従う英語訳は、Yaḥyāの語に後続するṢūfīを、その後の人名の一
部と見なしているが従わない。Pīr Yaḥyā Ṣūfīという名の書家が書道史のなかで知られ
ていることは以下の通り。（M）

	 　Pīr Yaḥyā Ṣūfī（通称Ǧamālī Ṣūfī）はMawlānā Mubārak-Šāh（注49）の弟子とされる
14世紀の書家で、インジュー朝やムザッファル朝に仕えた後、 Šīrāzに定住した。Blair
によると、16世紀までには、Yāqūtが‘Irāqと北部 Īrānに3人、南部 Īrānに3人、合計6
人の弟子を残したという伝承が成立し、Pīr Yaḥyā Ṣūfīは南部 Īrānの伝統を引き継いだ
第2世代と位置付けられるようになったという。DDMは、‘Irāqの人々の書道の系統は
Mawlānā Mubārak-Šāh の弟子Pīr Yaḥyā Ṣūfīに遡るとしている［DDM: 264］。なお、サ
ファヴィー朝のŠāh ‘Abbās時代にMīr Yaḥyāという書家がいるが、ここで意図されて
いる人物ではないだろう［Blair 2003: 44-45; Blair 2006: 286, n.4; Ekhtiari （EIr）: Jamālī 
Ṣufi; GH: 23; Huart 1908: 87, 92, 246］。（N）
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　 52サドリ・イラーキーとも呼ばれるナスル・アッラー 53、アルクン・アブド・

アッラー 54、ハージャ・アブド・アッラー・サイラフィー 55、ハーッジー・ムハン

 52	　この段落における、ナスル・アッラーからミール・ファズル・アルハック・カズ
ウィーニーまでの書家の一覧を「アルバム序文」は欠く。（M）

 53	　Naṣr Allāh. QKhでは名がNaṣr Allāh Ṭabīb、称号がṢudūr al-‘Irāqīで、Pīr Yaḥyāと
（Mubārak-Šāh） Zarrīn-qalamの弟子であったとされている。GHではYāqūtの六人の卓
越した弟子の一人とされる ［GH: 21; GH （Etr.）: 61; Huart 1908: 88, 92; QKh: 308］。（N）

 54	　Arqūn ‘Abd Allāh. QKhによると（Mubārak-Šāh） Zarrīn-qalamの弟子。なお、DDM
とGHでは、Arġūn-i KāmilīのバリアントとしてArġūn b. ‘Abd Allāhという人名が見え、
また、HuartはYāqūtの弟子Arġūn-i Kāmilīの名前を‘Abd Allāh Arġūnとする［DDM: 
264; GH: 21; Huart 1908: 86; QKh: 308］。Arġūn-i Kāmilī（注47）とArġūn b. ‘Abd Allāh
について、諸史料の間で混乱があったと推察される。（N）

 55	　Ḫwāǧah ‘Abd Allāh Ṣayrafī. QKhに よ る とŠayḫzādah Suhrawardīの 弟 子 で、 イ
ルハン朝Öljeitüの息子で第9代君主のAbū Sa‘īd（在位1316-1335年）の書道の師。
DQMとSoucekはḤaydar Gundah-nawīs（注50）の弟子とする。生涯をTabrīzで過ご
し、Baġdādの書道の伝統を Īrānに普及させるのに大きな役割を果たした。DDMでは
Sayyid Ḥaydarの弟子とされ、Ḫurāsānの人々の書道の系統は彼に遡るとされている。
Blairによると、‘Irāqと北部 Īrānで活動したYāqūtの弟子たちの伝統を受け継ぐ第2世
代として、Pīr Yaḥyā Ṣūfīと対比される。建築物の装飾碑文のデザインで名高い［DDM: 
264; DQM: 281; QKh: 308-309; Blair 2003: 44; Blair 2006: 286, n.4; Soucek （EIr）:‘Abdallāh 
Ṣayrafī; Waley et al. （EIs）: Calligraphy］。（N）

	 　同人による筆蹟の現存例については［Bayānī 1363-1364 Sh.: 1090-1091; Blair 2006: 
257］。なおGHは、同人がYūsuf MašhadīおよびḤaydar Gundah-nawīsの二人に師事し
たと伝える［GH: 22, 24; GH （Etr.）: 61, 62］。またṢayrafīが執筆した書道の小論につい
ては［Porter 1989］。（M）
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マド 56、マウラーナー・アブド・アッラー・アーシュパズ 57、マウラーナー・ムフ

 56	　Ḥāǧǧī Muḥammad. QKhはḪwāǧah ‘Abd Allāh Ṣayrafīの弟子として、Šayḫ Ḥasan-i 
Kūček（1343年没）と同時代にTabrīzで活動したḤāǧǧī Muḥammad Band-gīrなる人物
を挙げる［QKh: 309］。DDMは、彼は‘Abd Allāh Ṣayrafīの甥であったと伝える［DDM: 
264］。DQMは、彼から発する師弟関係を以下のように記す：Ḥāǧǧī Muḥammad Band-
gīr＞Mu‘īn al-Dīn Tabrīzī＞Mawlānā Šams al-Dīn Mašriqī Qaṭṭāmī （父）＞‘Abd al-Ḥayy 

（息子） ［DQM: 281］。RJでは以下のような師弟関係も記されている：Ḥāǧǧī Muḥammad 
Band-gīr＞Sa‘d al-Dīn Tabrīzī＞Mawlānā Šams al-Dīn Muḥammad Qaṭṭāmī Mašriqī 

（父）＞‘Abd al-Raḥīm Ḫalwatī （息子）＞Ni‘mat Allāh b. Muḥammad al-Bawwāb＞Šams 
al-Dīn Muḥammad Ḫaṭṭāṭ Tabrīzī＞‘Alā al-Dīn Muḥammad ［RJ: I,370-371］。（N）

	 　 直 前 に 挙 が るḪwāǧah ‘Abd Allāh Ṣayrafīの 弟 子 と し てGHが 言 及 す るḤāǧǧī 
Muḥammad Band-dūz Tabrīzīにあたるか。この人物は、ヒジュラ暦788 （1386/7）年、
Tīmūrのもとに参上し、彼が「エジプトの君主」に送ろうとしていた親書の執筆を命じ
られたという。ただしGHのこの箇所には、Minorskyが指摘するとおり、テクストに
問題があり、確実な判断を許さない［GH: 24-25; GH （Etr.）: 63-64, n. 170］。あるいは、
後続するMawlānā ‘Abd Allāh Āš-pazがティムール朝時代に活動したことを考慮すれ
ば、この人物は、同朝君主Sulṭān Ḥusayn Mīrzāに仕えたMawlānā Ḥāǧǧī Muḥammad 
Naqqāšにあたるかもしれない［HS: IV, 348］。（M） 

 57	　‘Abd Allāh Ṭabbāḫとも呼ばれる、15世紀半ばにティムール朝に仕えた書家か。
Mawlānā Aẓhar （注90）や、Ǧa‘far Tabrīzī （注89）の弟子という説がある。QKhには、
Mawlānā Ǧa‘farī Tabrīzīに続き、彼の弟子で、スルスで知られたTabrīzの‘Abd Allāh 
Tabbāḫが見える。彼は、DDMやRJではFarīd al-Dīn Ǧa‘far Tabrīzī、DQMではŠams 
Ǧa‘farī Tabrīzīなる書家の弟子とされている。また、RJは彼のラカブをŠihāb al-Dīnと
する［DDM: 264; DQM: 281; GH: 27; GH （Etr.）: 66; Huart 1908: 87, 96, 107; QKh: 309, 
312; RJ: I, 371; Soucek （EIr）: ‘Abdallāh Heravī］。（N）

	 　GHは‘Abd Allāh Āš-paz （Ṭabbāḫ）の師について触れないが、TRは本文で後出する
Mawlānā Ǧa‘far Tabrīzī（注89）だとする［TR: 315］。同人の経歴に関するSoucekの
詳細な説明によれば、同人がティムール朝のアトリエで少なくとも1425年には活動し
ていたことはたしかであり、現存する写本の奥書のうち最も年代の新しいヒジュラ暦
877-882 （1472-1477）年という年代を考慮すれば、同人がSulṭān Ḥusayn Mīrzāの治世
においてもなお活動していたと考えられる［Soucek （EIr）: ‘Abdallāh Heravī］。このよ
うな同人の年代を考慮すると、Porterが指摘した同人の書写になるというヒジュラ暦
944年の奥書を備えた写本の真正性は疑わしいことになる［Porter 1989: 57, n. 5; Ashraf 
1986: 37-38］。Huartは、同人がHirātで名を成した後、インドを訪れ、同地の「筆頭宰
相」を讃える頌詩をものしたこと、その後Hirātに戻り、ヒジュラ暦885 （1480）年に
66歳で死去したとするが、根拠は不明である［Huart 1908: 96］。この書家に関する文
献資料の記事および現存する書蹟の例については［Bayānī 1363-1364 Sh.: 360-364］を
見よ。（M）
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イー・シーラーズィー 58、ムイーン・アッディーン・タヌーリー 59、シャムス・

アッディーン・ヒターイー 60、アブド・アッラヒーム・ハルワティー 61、アブド・

 58	　Mawlānā Muḥyī Šīrāzī. バヤーニーはこの書家がヒジュラ暦890（1485/6）年までは
存命であったとしているが、その根拠は不明である。またMAにおいてこの書家が‘Abd 
Allāh Tabbāḫおよび‘Abd Allāh Ṣayrafīと並んで言及されているとも説明しているが、
管見の限りMAにそのような記事は見られない［Bayānī 1363-1364 Sh.: 895］。（M）

 59	　Mu‘īn al-Dīn Tanūrī. QKhはḤāǧǧī Muḥammad Band-gīrの 弟 子 と し てMawlānā 
Mu‘īn al-Dīn Harawīなる人物を挙げる［QKh: 309］。あるいは、DQMにおける、Ḥāǧǧī 
Muḥammad Band-gīrの弟子Mu‘īn al-Dīn Tabrīzīにあたるかもしれない［DQH: 281］。

（N）
	 　前出のḤāǧǧī Muḥammadの弟子としてGHが挙げるMu‘īn al-Dīnにあたるかも知れ

ないが、注56で述べたとおり、GHの当該箇所にはテクストの問題があり、確実な判断
を許さない。GHはそのMu‘īn al-Dīnの事績として、Tabrīzの「四ミナレット」の碑文
に言及している［GH: 24-25; GH （Etr.）: 63-64, n. 170］。（M）

 60	　Šams al-Dīn Ḫiṭā’ī. QKhにおいて、‘Abd Allāh Ṣayrafīの弟子筋であり、彼に匹敵す
ると伝えられるMawlānā Šams al-Dīn Mašriqī Qaṭṭāmīの誤りか［QKh: 309］。師弟関
係から、QKhのŠams al-Dīn Mašriqī Qaṭṭāmīは、DQMにおけるMawlānā Šams al-Dīn 
Mašriqī Qaṭṭāmī、DDMにおけるŠams al-Dīn Ḫiṭābī、RJにおけるMawlānā Šams al-Dīn 
Muḥammad Qaṭṭāmī Mašriqīに相当すると考えられる。RJは、Šams al-Dīn Muḥammad 
Qaṭṭāmī Mašriqīの弟子として、‘Abd al-Raḥīm ḪalwatīとFarīd al-Dīn Ǧa‘far Tabrīzīを
挙げる ［DDM: 264; DQM: 281; RJ: I, 370-371］。（N）

	 　GHには、前出のMu‘īn al-Dīnの弟子として、Mawlānā Šams al-Dīn Mašriqī Qiṭābīが
言及されているが、その英語訳は別の底本にもとづきQiṭābīをQaṭṭā’īとしており、テ
クスト上の問題が残る。それゆえ、本文のŠams al-Dīn Ḫiṭā’īとGHのŠams al-Dīnとの
関係は定かでない［GH: 25; GH （Etr.）: 64］。（M）

 61	　‘Abd al-Raḥīm Ḫalwatī. 底本はこの人名の最後の要素をḪLWLYとし、英語訳はこれ
を暫定的にḪalūlī （?）としているが、Ms. A, Ms. Cにもとづき、Ḫalwatīと改めた［AA 

（Etr.）: I, 107; AA Ms. A: 48r; AA Ms. C: 42v］。 DQM、QKh、RJは、Mawlānā Šams al-
Dīn Mašriqī Qaṭṭāmīの2人の息子として、‘Abd al-Ḥayyと‘Abd al-Raḥīm Ḫalwatīの名
前を挙げる。‘Abd al-Raḥīm ḪalwatīはMawlānā Ni‘mat Allāh Bawwābの師であったと
いう。RJも同様の師弟関係を記録している［DQM: 281; QKh: 309, 311; RJ: I, 83-84, 370-
371］。（N）

	 　GHは、Mawlānā Šams al-Dīnの弟子の一人として‘Abd al-Raḥīmを挙げる。ここでも
テクスト上の問題があり、その英語訳は別の底本にもとづいて、この弟子の名を ‘Abd 
al-Raḥīm Ḫalwatī とする。この再建案は、本訳注のテクスト再建に整合的であるが、確
実な判断はできない。またGHの別の箇所では、‘Abd al-Raḥīm Ḫalwatīが、本書にも名
が挙がるMawlānā Ni‘mat Allāh Bawwāb（注69）の師として言及されている［GH 25, 
28; GH （Etr.）: 64, 67］。（M）
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アルハイイ 62、マウラーナー・ジャアファル・タブリーズィー 63、マウラーナー・

シャー・マシュハディー 64、マウラーナー・マアルーフ・バグダーディー 65、マウ

ラーナー・シャムス・アッディーン・バイスングリー 66、ムイーン・アッディー

 62	　‘Abd al-Ḥayy. 前出の注61の‘Abd al-Raḥīm Ḫalwatīの兄弟‘Abd al-Ḥayyを指すであ
ろう［DQM: 281; QKh: 309; RJ: I, 83-84, 370-371］。（N）

	 　GHは、Mawlānā Šams al-Dīnの弟子の一人として‘Abd al-Ḥaqqに言及するが、その
英語訳は別の底本にもとづきこの人物の名を‘Abd al-Ḥayyとする。このようなテクス
ト上の問題があるため、本文の‘Abd al-ḤayyがGHに見える人物に同じであるかどう
か、判断は下せない。なおGHには、本書にも言及されるMawlānā ‘Abd Allāh Āš-paz 

（Tabbāḫ） （注57）の弟子、かつMawlānā Šayḫ Kamāl Sabzawārīの師として、Mawlānā 
‘Abd al-Ḥayy Sabzawārīなる書家が言及されているが、この人物についてもテクスト
上の問題があり、その英語訳は‘Abd al-Ḥayyを‘Abd al-Ḥaqqとする［GH: 32, 38; GH 

（Etr.）: 72, 75］。それゆえこの人物についても、本書の‘Abd al-Ḥayyとの関係について
は判断不能である。（M）

 63	　Mawlānā Ǧa‘far Tabrīzī. QKhには、‘Abd al-Ḥayyと‘Abd al-Raḥīm Ḫalwatī 兄弟に続
いて、Mawlā Ǧa‘farī Tabrīzīという人名が見える。DDMは、‘Abd Allāh Ṣayrafīの弟子
Muḥammad Band-gīrの弟子にŠams al-Dīn Ḫiṭābīなる書家がおり、その弟子Farīd al-
Dīn Ǧa‘far Tabrīzīはティムール朝のBāysunġurの師であったとする。RJでも、Šams al-
Dīn Muḥammad Qaṭṭāmī Mašriqīの弟子としてFarīd al-Dīn Ǧa‘far Tabrīzīが見え、さら
に彼は‘Abd Allāh TabbāḫとMawlānā Aẓharの師匠とされている［DDM: 264; QKh: 309; 
RJ: I, 370-371］。DDMやRJの情報に依るなら、この人物はナスタアリークの書家とし
て知られているǦa‘far Tabrīzī（注89）と同一人物の可能性がある。（N）

	 　GHでは、‘Abd al-Ḥaqq（注68）および‘Abd al-Raḥīm（注61）と並び、Mawlānā Šams 
al-Dīnの弟子の一人として言及される点で、本書とコンテクストが類似している［GH: 
25; GH （Etr.）: 64］。（M）

 64	　Mawlānā Šāh Mašhadī. 詳細不明。史料にはこの書家に比定できる人物を見いだせ
ず、バヤーニーの網羅的な研究書にも同名の書家について言及はない。（M）

 65	　Mawlānā Ma‘rūf Baġdādī. QKhには、Mawlānā Ǧa‘farī Tabrīzīの弟子として、Mawlānā 
Ma‘rūf Baġdādīが見え、Šāh Ruḫ時代に書かれたMaṭla‘ al-sa‘dayn wa maǧma‘ al-baḥrayn
に拠って、彼が1日で1500バイトを書いたという逸話を伝える。DDMは、彼はPīr 
Yaḥyā Ṣūfī の弟子Sa‘d al-Dīn ‘Irāqī の弟子とする［DDM: 264; QKh： 309-310］。（N）

	 　GHに言及されるMawlānā Ma‘rūf Ḫaṭṭāṭ Baġdādīか。同人はGHによると、Sulṭān 
Aḥmad Ǧalāyir （在位1382-1410年）支配下のBaġdādから、Tīmūrの孫Mīrzā Iskandar
支配下の Iṣfahānに移った後、君主Šāh Ruḫ （在位1409-1447年）にしたがって移動し、
Hirātの書院で活動した［GH: 26-27; GH （Etr.）: 64-66］。（M）

 66	　Mawlānā Šams al-Dīn Bāysunġurī. QKhには、Mawlānā Ma‘rūf Baġdādīの弟子とし
て、Šams al-Šu‘arāという号で詩人としても知られたMawlānā Šams al-Dīnが見える

［QKh： 310］。一方DDMは、Mawlānā Ma‘rūfの弟子であるMawlānā Ḥusām al-Dīnと
いう書家がŠams-i Bāysunġurīという称号で知られていたと伝える［DDM: 264］。（N）

	 　GHにも所伝があり、そこでもこの書家が六書体に通じた名人であったとされてい
る。Bāysunġurīという帰属表示は、ティムール朝君主Šāh Ruḫの子で、学芸の保護に
熱心に取り組み、自身も傑出した書家として知られていたMīrzā Bāysunġurとの関係に
因むものである。この書家は、この王子の保護のもとで活動すると同時に、この王子
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ン・ファラーヒー 67、アブド・アルハック・サブザワーリー 68、マウラーナー・

ニウマト・アッラー・バウワーブ 69、料紙への砂子振りや着色を始めたハージャ

ギー・ムーミン・マルワーリード 70、<I, 114>ミールザー・シャー・ルフの息子ス

の書の師でもあったとGHは伝える［GH: 28-29; GH （Etr.）: 67-68］。（M）
 67	　Mu‘īn al-Dīn Farāhī. Sulṭān Ḥusayn Mīrzāに仕えて各種の書体をよくしたMawlānā 

Mu‘īn al-Dīn al-Farāhīのことか［HS: IV, 340］。またQKhは「Ḫurāsānの能書家たち」の
一人として、ヒジュラ暦907（1501/2）年にHirātで没したMu‘īn al-Dīn Farāhīを挙げ
ている［QKh: 310］。（M）

 68	　‘Abd al-Ḥaqq Sabzawārī. QKhは、Ḫurāsānの書家として、Mu‘īn al-Dīn Farāhīと並べ
てMawlānā ‘Abd al-Ḥaqq Sabzawārīの名を挙げる［QKh: 310］。（N）

 	 　前出の注62で述べたごとく、GHにはMawlānā ‘Abd al-Ḥayy Sabzawārīなる書家が
言及されているが、その名についてはテクスト上の問題があり、その英語訳は‘Abd al-
Ḥayyを‘Abd al-Ḥaqqとする［GH: 32, 38; GH （Etr.）: 72, 75］。いずれにせよGHのこの
人物は、‘Abd Allāh Tabbāḫ の弟子であり、Mawlānā Šayḫ Kamālの師であるという。
GHの著者がMawlānā Šayḫ Kamālにヒジュラ暦965 （1557/8）年、Mašhadで出会って
いることは、その師である当の書家の活動年代に関する参考材料である［GH: 32, 38; 
GH （Etr.）: 72, 75］。（M）

 69	　Mawlānā Ni‘mat Allāh Bawwāb.  QKhでは、‘Abd al-Raḥīm Ḫalwatī （注61）の弟子で、
Mawlānā Šams al-Dīn Ṯānī Tabrīzī（DQMにおけるMawlānā Šams al-Dīn Tabrīzīに相
当するか）の師であるTabrīzの書家とされている。［QKh: 311］。DQMは、彼の前後の
師弟関係を以下のように記す：Mawlānā Šams Ǧa‘farī Tabrīzī＞‘Abd al-Raḥīm Ḫalwatī
＞Ni‘mat Allāh Bawwāb＞Mawlānā Šams al-Dīn Tabrīzī［DQM: 281］。RJに記録され
ている師弟関係については注56を参照［RJ: I, 370-371］。（N）

	 　GHに言及される同名の書家のことであろう。GHによれば、‘Abd al-Raḥīm Ḫalwatī
（注61）の弟子である一方、六書体を良くしたMawlānā Šams al-Dīnなる書家（注60、
注66のいずれのŠams al-Dīnとも別人）の師でもあり、Ǧahān Šāh （在位1439-1467年）
がTabrīzに造営した数々の建造物（‘imārāt）の碑文はすべて同人の筆になるとGHは伝
える［GH: 28; GH （Etr.）: 67; Miller （EIs）］。（M）

 70	　Ḫwāǧagī Mu’min Marwārīd. QKhには、Ḫwāǧagī Marwārīdとして知られ、六書体に
加えナスタアリークにも秀でていたMuḥammad Mu’minというḪurāsānの書家が見え
る。彼は、晩年にインドへ移住したという。ただし、この部分のQKhのテキストは混
乱している可能性があり、Muḥammad Mu’minの没年がヒジュラ暦950（1543/4）年頃
とされる一方で、著者は同953（1546/7）年に自らが執筆した書家伝を彼に見せたとし
ている。また、QKhはMuḥammad Mu’minの息子Ḫwāǧah Šihāb al-Dīn ‘Abd Allāhが
紙への彩色を発案したとするが、下記の通り、ティムール朝期やサファヴィー朝期の
他の史料においては、Šihāb al-Dīn ‘Abd AllāhはMuḥammad Mu’minの父の名とされて
いる［QKh: 310-311］。（N）

	 　TSに言及されるḪwāǧah Muḥammad Mu’minのことである。同人の名の一部である
Marwārīd、父Ḫwāǧah ‘Abd Allāh Marwārīdに因むものであるから、本書に挙がる同人
の名は、正しくはḪwāǧagī Mu’min-i Marwārīdとエザーフェを付して読むべきである。
同人は書に秀で、とくにナスフ体とスルス体にかけては「第二のヤークート」と呼ば
れるほどであったという。同人は、TSの著者たるサファヴィー朝の王子Sām Mīrzāの
師でもあり、サドル職も務めたが、のちにインドに向かいヒジュラ暦948 （1551/2）年
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ルターン・イブラーヒーム 71、マウラーナー・ムハンマド・ハキーム・ハーフィ

ズ 72、マウラーナー・マフムード・スィヤーウシュ 73、マウラーナー・ジャマー

ル・アッディーン・フサイン 74、マウラーナー・ピール・ムハンマド 75、ミール・

ファズル・アルハック・カズウィーニー 76もまた、これら6種類の文字のいずれ

においても驚くべき腕前を持っていた。

に同地で没したという［TS: 107］。ただし、料紙への色粉装飾や彩色の技法を同人に帰
する説の出所は不明であるし、それらの技法の始まりを16世紀前半の人物に帰する説
も書道史、美術史の知見に反する［Blair 2006: 50-52］。なおその父Ḫwāǧah ‘Abd Allāh 
Marwārīdはティムール朝君主Sulṭān Ḥusayn Mīrzā時代に‘Alī Šīr Nawā’īの保護のもと
活動した文人にして書家たるḪwāǧah Šihāb al-Dīn ‘Abd Allāh al-Bayānī Marwārīdのこ
とである［久保 1990: 40］。（M）

 71	　Sulṭān Ibrāhīm b. Mīrzā Šāh Ruḫ. ティムール朝のŠāh Ruḫの息子。父のもとでFārs
総督を務めた。スルスに秀でた書家としてGHにも名前が挙げられている。QKhは、彼
による碑文がŠīrāzに残されていると伝える［GH: 24; GH （Etr.）: 63; QKh: 311 ; Manz 

（EI2）: Shāh Rukh］。（N）
	 　自らの書院を構えて、画家・書家を保護したことで知られるこのティムール朝の王

子は、自ら書家としても名を残した。同人がナスフ体によって書写したコーラン写本
（1427年製作）がムガル帝国の書院に渡り、現在、メトロポリタン美術館に所蔵されて
いる（no. 13.228.1）［Seyller 1997: 340］。（M）

 72	　Mawlānā Muḥammad Ḥakīm Ḥāfiẓ. Mawlānā Muḥammad Ḥakīm Ḥāfiẓ. QKhには、
Šāh Ruḫと同時代のYazdの書家としてMawlānā Muḥammad Ḥakīm Ḥāfiẓが見える

［QKh: 311］。（N）
	 　KhAの書家列伝には、Ḫwāǧah Muḥammad Ḥāfiẓなる「書家たちの筆頭」（sar-āmad）

が「六書体のいずれをも」完全に書くとの所伝がある［KhA: 238］。（M）
 73	　Mawlānā Maḥmūd Siyāwuš. QKhでは、スルスとナスフに秀でたŠīrāzの書家として

Mawlānā Maḥmūd Siyāwušが見える［QKh: 311］。（N）
	 　GHにおいては、後出するMawlānā Pīr Muḥammad ṮānīとともにŠīrāz出身の書家と

して言及されており、同地のモスクやマドラサにある碑文は両名の筆になるという。両
名ともヒジュラ暦920 （1514/5）年には存命であったという［GH: 28; GH （Etr.）: 67］。

（M）
 74	　Mawlānā Ǧamāl al-Dīn Ḥusayn. QKhに お い て、Mawlānā Maḥmūd Siyāwušの 次

に、QKh執筆時に存命中のŠīrāzの書家として挙げられているMawlānā Ǧalāl al-Dīn 
Ḥusayn Muḫtārにあたるか［QKh: 312］。（N）

 75	　Mawlānā Pīr Muḥammad. QKhには、次注のMīr Faḍl al-Ḥaqq Qazwīnīの師匠筋の人
物として、Šīrāzの書家Mawlānā Pīr Muḥammadがみえる［QKh: 311］。（N）

	 　GHにおいては、Mawlānā Pīr MuḥammadとMawlānā Pīr Muḥammad Ṯānī「二世」
の二人が言及されているが、本書の人物がいずれにあたるのか、定かではない［GH: 28; 
; GH （Etr.）: 67］。（M）

 76	　Mīr Faḍl al-Ḥaqq Qazwīnī. QKhには、Mawlānā Pīr Muḥammadの弟子で、タアリー
クで知られたŠīrāzの書家Mīr Faḍl al-Ḥaqq Ḥusaynī Sayfī Qazwīnīが見える。ヒジュラ
暦901（1495/6）年に没したとされる［QKh: 311］。（N）
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　7番目はタアリークであり、リカーウとタウキーウから編み出された。直線は

たいへん少ない。6種類の文字において良い腕前を持っていたハージャ・ター

ジ・サルマーニー 77が賞賛すべきものに引き上げたが、彼の発明であると考える

者たちもいる。最近の人々の中では、スルターン・アブー・サイード・ミール

ザーの書記（munšī）であったマウラーナー・アブド・アルハイイ 78がこの文字

を非常に上手く書いた。マウラーナー・ダルウィーシュ 79、アミール・マンスー

 77	　Hwāǧah Tāǧ Salmānī. MKh、DDM、DQM、GHはタアリーク体の考案者として
Hwāǧah Tāǧ Salmānīに言及している［MKh: 93; DDM: 265; DQM: 282; GH: 42; GH 

（Etr.）: 84］。（N）
 78	　Mawlānā ‘Abd al-Ḥayy. 底本ではMawlānā ‘Abd al-Ḥayyの後にwāwが入っている

が、B写本、C写本に従い、wāwを除いて訳した［AA Ms. A: 48r; AA Ms. B: 53v; AA 
Ms. C: 42v］。Mawlānā ‘Abd al-Ḥayyは、サファヴィー朝史料においてシェキャスタ・
タアリークを完成させたとされる15世紀の書家で、ティムール朝君主Sulṭān Abū Sa‘īd 
Mīrzā （在位1451-1469年）に仕えたHwāǧah ‘Abd al-Ḥayy Munšī Astarābādīを指すと
考えられる。MKh、DDM、DQM、GHでは（Hwāǧah） ‘Abd-al-Ḥayy （Munšī）とされ、
Tāǧ Salmānīに続いてタアリーク書体を完成させた人物と位置付けられている［Blair 
2006: 273; DDM: 265; DQM: 282; GH: 42-43; GH （Etr.）: 84-85; Huart 1908: 105, 213, 317; 
MKh: 94;Yūsofī （EIr）: Calligraphy］。（N）

 79	　Mawlānā Darwīš. DDMは、Mawlānā ‘Abd al-Ḥayyの弟子としてDarwīš ‘Abd Allāhと
いう書家を挙げる。GHには、Mawlānā ‘Abd al-Ḥayy（注78）の弟子であり、師を超え
たという評価もあるとされるMawlānā Darwīš ‘Abd Allāhという書家が見える。Sulṭān 
Abū Sa‘īd MīrzāやSulṭān Ḥusayn Bāyqarā（在位1469-1506年）の子供たちに仕えたとい
う。TAAの書家列伝には、Šāh Ṭahmāsp時代の書家たちが倣った書家としてMawlānā 
Darwīšの名が見える。Blochmannによると、‘Alī Šīr Nawā’īの友人であり、後にサファ
ヴィー朝に仕えたという［AA （Etr.）: I, 107, n. 6; DDM: 265; GH: 44-45; GH （Etr.）: 85-
86; TAA: 172, 173; Blair 2006: 307-308, n. 139］。（N）

	 　‘Alī Šīrの書院で活動したナスタアリークの書家の一人として、Mawlānā Darwīš 
Muḥammad Bāġ-i Šahrīが い る［ 久 保 1990: 41］。 な おTirmiziは ヒ ジ ュ ラ 暦976 

（1568/9）年に作成されたAǧmēr所在の碑文二点の筆耕者として名を残すDarwīš 
Muḥammadと同一人物である可能性を指摘する［Tirmizi 1961: 45-47］。同じ名前の書
家はヒジュラ暦972 （1564/5）年作成のNāgawr所在の碑文にも見える［Chaghtai 1954: 
39-40］。しかしこの同定案を支える証拠は無いし、本文のこの箇所の前後ではAkbar時
代に先行する時代の書家たちが言及されていることを考慮すると、ここにAkbar時代
のDarwīš Muḥammadが配置されることは不自然である。また「アルバム序文」はタ
アリーク書体に関しては、Mawlānā DarwīšがMawlānā ‘Abd al-Ḥayyを越えていたと、
本書には見られない評価を示している［IAF: 264］。（M）
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ル 80、マウラーナー・イブラーヒーム・アスタラーバーディー 81、ハージャ・イフ

ティヤール 82、ムンシー・ジャマール・アッディーン 83、ムハンマド・カズウィー

ニー 84、マウラーナー・イドリース 85、ハージャ・ムハンマド・フサイン・ムン

シー 86もまた、卓越していた。そして、世界の主人たる御方のミール・ムンシー

であるアシュラフ・ハーン 87が高い水準に至らしめた。

 80	　Amīr Manṣūr.  GHには、Astarābād出身で、Mawlānā Darwīšの流れを汲む書家Mīr 
Manṣūrの名前が見える。その息子Amīr Qāsimは ĪrānでHumāyūnの配下に加わりイン
ドに移住し、Humāyūn死後はAkbarに仕えたという。このMīr Manṣūrは、TAAにみえ
る、Šāh Ṭahmāspのムンシーであり、Mawlānā Darwīšの流れを汲むタアリークで知ら
れた書家Ḫwāǧah ‘Alā al-Dīn Manṣūr Munšīと同一人物の可能性がある ［GH: 48-49; GH 

（Etr.）: 89; TAA: 172, 173］。（N）
 81	　Mawlānā Ibrāhīm Astarābādī.  GHのタアリークの章において、Hwāǧah ‘Abd al-Ḥayy
（注78）とMawlānā Darwīš（注79）に次ぐ3番目の名手とも評価されている、Astarābād
出身のMawlānā Ibrāhīmであろう。彼は Imām Raḍā廟に仕え、またQumにも滞在して
いた。 ［GH: 47; GH （Etr.）: 89］。（N）

 82	　Ḫwāǧah Iḫtiyār. タアリークで知られた書家。GHによると、Hirātでサファヴィー朝
のMuḥammad Ḫudābandah （在位1579-1588年）に即位前から30年間書記として仕え
た。TAAのŠāh Sulṭān Muḥammad （Ḫudābandah）時代の記述には、Ḫwāǧah Iḫtiyār 
Munšīの名前が見える。BlochmannはSulṭān Ḥusayn Bāyqarāに書記として仕えたと
するが、その典拠は不明である［GH: 49; GH （Etr.）: 91; TAA: 283; Thackston （EIr）: 
Eḵtīār; AA （Etr.）: I, 107, n. 7］。（N）

 83	　Munšī Ǧamāl al-Dīn. 詳細不明。同時代史料にはこの書家に比定できる人物を見いだ
せず、バヤーニーの網羅的な研究書にも言及はない。（M）

 84	　Muḥammad Qazwīnī. TAAには、Šāh Ṭahmāsp時代に知られた書家としてMawlānā 
Muḥammad Amīn Munšī Qazwīnīの名が見える［TAA: 173］。（N）

 85	　Mawlānā Idrīs.  DQMやGHでは、タアリークで知られた書家として、アクコユンル
に仕えたMawlānā Idrīsが挙げられている［Blair 2006: 307-308, n. 139; DQM: 282; GH: 
44; GH （Etr.）: 85］。（N）

 86	　Ḫwāǧah Muḥammad Ḥusayn Munšī. TAAやGHでタアリークの名手として名前が挙
げられているMīrzā Muḥammad Ḥusaynか。Muḥammad Ḥusaynの父Šukr AllāhはŠāh 
Ṭahmāspの下でmustawfī-yi mamālikを務めた。TAAは、彼がŠāh ‘Abbās時代にインド
に移住し、「インドの支配者（farmān-rawā-yi Hindūstān）」にムンシーとして仕えてい
ると伝えている［TAA: 172-173; GH: 54; GH （Etr.）: 99］。（N）

 87	　Ašraf Ḫān. 名はMuḥammad Aṣġar。本書は別の箇所で同人にSabzawārīという帰属
表示を付する一方、Badā’unīは同人をMašhad出身とする［AA: I, 224; MT: III, 181］。同
人がサイイドであったことについては諸記録が一致するが、Ḥusaynīとするもの［NM: 
19v; MT: III, 181］と‘Arab-šāhīとするもの［TA: II, 153-154, 432; DhKh: 211］とに所伝は
分かれる。同人が七書体に通じていたことは上記の所伝に記されるとおりだが、各種の
書体の中でも特にタアリーク体に秀でていたことはHIが証言している［HI: II, 208］。同
人の経歴は、Humāyūnのインド再征服（1555年）に参軍した人士の一人として言及さ
れる以前の動向は不明である［AN: I, 342］。しかし1565/6年に成立したNMは、同人が
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　8番目の文字はナスタアリークで、これは全て曲線でできている。サーヒブ・

キラーンの時代に、ハージャ・ミール・アリー・タブリーズィー 88がナスフとタ

アリークから編み出した。しかしこれは信じられない。なぜなら、サーヒブ・

キラーン陛下の時代より前にナスタアリークで書かれた書物が見られたからで

ある。彼の弟子のうちの2人、マウラーナー・ジャアファル・タブリーズィー 89

「30年にわたり」帝国に仕えていると述べており、これを信じるならHumāyūnのイン
ド失陥前から奉職していた旧臣だったことになる［NM: 19v］。なお1989年にサザビー
ズの売り立てにかかり、現在個人蔵のコーラン写本は、Seyllerの報告によると、「Mīr 
Munšīとして知られるMuḥammad Aṣġar b. Manṣūr」がヒジュラ暦966 （1559）年に書
写したものであるという（Seyllerはヒジュラ暦の暦年を996と記しているが、おそらく
単純な誤植であろう）［Seyller 1997: 342］。この奥書によって、この人物の父親の名も
知れる。なおSeyllerはこの写本の作成地を、Buḫārāと推定しているが、書写の年代を
信じる限り、上記のような同人の経歴には整合しない推定である。同人の地位と職能は

「ミール・ムンシー」mīr munšī（「書記長」）という称号・職名に示されているが、彼は
Humāyūnの時代から引き続いてその地位にあった［THA: 231; TA: II, 153］。一方Ašraf 
Ḫānの称号を得たのは1561年のことである［THA: 228; TA: II, 153-154; AN: II, 144］。彼
はベンガル地方における戦役の中で1575年に戦死したので、同人の没年をヒジュラ暦
973 （1565/6）年とするMUとこれに従った英語訳注は誤りである［AN: III, 160; MU: I, 
74; AA （Etr.）: I, 107, n. 8］。なお「アルバム序文」はAmīr Manṣūr（注79）とそれに
後続するḪwāǧah Muḥammad Ḥusayn（注86）までの列挙を欠いている。Ašraf Ḫānに
ついては「王中の王たる陛下のムンシーたちのうち、Ašraf Ḫānに並ぶほどに書ける者
はいなかった」と、本書AAよりも踏み込んだ評価を与えている。一方、「アルバム序
文」はそのAšraf Ḫānの記事の後に、同書体の発展に寄与した書家たちの名を挙げて
いるが、その顔ぶれは本書のそれと異なっている（本書に名が挙がる書家には下線を
付した）。「Ḫwāǧah ‘Abd Allāh Ṣayrafī, Mawlānā Muḥyī al-Dīn Šīrāzī, Mullā ‘Abd Allāh 
Āš-paz Harawī, Ḥāfiẓ Ḥafīẓ, Mawlānā Abā Bakr, Mawlānā Šayḫ Maḥmūd, Ḫwāǧah ‘Abd 
Allāh Marwārīdがこの七つの書体を最高の段階へと押し上げた」［IAF: 264］。（M）

 88	　Ḫwāǧah Mīr ‘Alī Tabrīzī. ナスタアリークを編み出した、あるいは完成させたとされ
る、Tīmūrと同時代の書家。ナスタアリークに関しては、Ǧa‘far b. ‘Alī Tabrīzīがナスフ
に基づいて編み出したという説も見られる。MKh、DDM、QKh、GHは、Mīr ‘Alī Tabrīzī
がナスタアリークを編み出したとする。また、DDMは彼のラカブをẒahīr al-Dīnとす
る。 Wrightは、ナスタアリークの原型となる書体は14世紀以降のŠīrāzやTabrīzで見
られ、徐々に発展したと論じている［Blair 2006: 274-279; DDM: 265; GH: 57; GH （Etr.）: 
100; Huart 1908: 94, 99, 107, 207; MKh: 94; QKh: 312; Soucek （EIr）: Mīr ‘Alī Tabrīzī; 
Waley et al. （EIs）: Calligraphy; Wright 2003; Yūsofī （EIr）: Calligraphy］。（N）

 89	　Mawlānā Ǧa‘far Tabrīzī. Tabrīzに生まれ、 Hirātでティムール朝のBāysunġurに仕え
た。そのため、Ǧa‘far al-Bāysunġurīとも呼ばれる［Blair 2006: 279］。QKhは、彼をMīr 
‘Alī Tabrīzīの弟子とする。DDM、DQM、GHでは、ナスタアリークを編み出したMīr 
‘Alī Tabrīzīの息子にして弟子の‘Abd Allāh （BlairとRettigによると‘Ubayd Allāh）の
弟子とされている。また、DDMとRJは彼のラカブをFarīd al-Dīnとする。40人の書記
を擁する写本工房の長であり、多くの作品が残されている。Rettigはベルリン州立図
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とマウラーナー・アズハル 90がこの技をさらに進歩させた。この文字の達人とし

て、書記の技芸において並ぶ者のないマウラーナー・ムハンマド・アウバヒー 91

と、マウラーナー・ヤーリー・ハラウィー 92がいる。全ての者の中でも卓越して

いるのは、マウラーナー・スルターン・アリー・マシュハディー 93である。マウ

書館所蔵のDiez Albumに収録されている彼の作品を分析し、Mīr ‘Alī TabrīzīとǦa‘far 
Tabrīzīのナスタアリークのスタイルの違いを指摘した上で、後者がナスタアリークの
規範となった過程を論じている。彼とMawlānā Aẓharの関係については次注も参照さ
れたい。Rettigは、彼の没年を1435-1440年頃と推察している。なお、六書体の部分で既
出のǦa‘far Tabrīzīと同一人物である可能性がある（注63）［DDM: 265; DQM: 281; GH: 
57; GH （Etr.）: 100; QKh: 312; RJ: I, 371; Blair 2006: 275, 300-301, n.95, n. 100; Rettig 2017: 
197-205］。（N）

 90	　Mawlānā Aẓhar. QKhは、彼をǦa‘far Tabrīzīの弟子であり、Mawlānā Sulṭān ‘Alī-yi 
Mašhadī（注93）の師とする。RJでは、彼の師の名前はFarīd al-Dīn Ǧa‘far Tabrīzīとさ
れる。GHでは、Mawlānā Aẓharはナスタアリークの項目の冒頭でǦa‘far b. ‘Alī Tabrīzī
に続いて挙げられており、‘Abd al-Raḥmān Ḫwārazmīとともに「異なった様式（rawiš-i 
dīgar）」でナスタアリークを書いたとされる［GH: 57; GH （Etr.）: 100; QKh: 312; RJ: I, 
371］。現在の主要な研究では、Mawlānā AẓharはǦa‘far b. ‘Alī Tabrīzīの弟子とされて
いる。HirātでBāysunġurに仕え、彼の死後は一時MašhadやSamarqandに滞在し、その
後Abū Sa‘īd（在位1451-1469年）に仕えた。ヒジュラ暦880 （1475/6）年ごろ没［Blair 
2006: 279-80, 283; Huart 1908: 215; Semsar & Umar （EIs） Aẓhar Tabrīzī］。（N） 

	 　Mawlānā AẓharがǦa‘far b. ‘Alī Tabrīzīの弟子であるとするSemsarの説は、例えば
TRによって裏付けられるが［TR: 315］、本書の説明とは整合しないことになる［Semsar 
& Umar （EIs） Aẓhar Tabrīzī］。（M）

 91	　Mawlānā Muḥammad Awbahī. QKhによると、Ǧa‘far Tabrīzīの弟子。次注のMawlānā 
Yārīの師であり、Mawlānā Sulṭān ‘Alī Mašhadīからも師と呼ばれているという。 
Mašhadでヒジュラ暦951（1544/5）年に没したとされる［QKh: 312］。（N）

 92	　底本はMawlānā Bārī Harawīとするが、写本はいずれもBārīではなくYārīとするの
で、テクストを改めた［AA Ms. A: 48v; AA Ms. B: 53v; AA Ms. C: 42v］。 QKhやGHは、
Hirātで終生を過ごした書家として、Mawlānā Yārīに言及するが、本書が指しているの
はこの書家かもしれない［GH: 106; GH （Etr.）: 164-154; QKh: 312］。これとは別にGH
は画家Bihzādと同じ時代に活動した写本彩飾師（muḏahhib）たるMawlānā Yārīに言
及している。この写本彩飾師にはTRおよびHIも言及しており、後者は同人が Sulṭān 
Ḥusayn Mīrzāの時代にMīr ‘Alī-šīrのもとで活動したことを伝えている［GH: 144-145; 
GH （Etr.）: 188; TR: 319; HI: I, 228］。Mawlānā Yārīの写本彩飾の作例としては、ヒジュ
ラ暦893年ラジャブ月（1488年6月）に製作された、Bihzād作画、Sulṭān ‘Alī（注93）
筆記のBūstān写本がある［Ettinghausen EI2: Bihzād］。しかしいずれの史料も同人の素
養として、書道の技芸に触れてはいないので、本文のMawlānā Yārīをこの写本彩飾師
に引き当てるのは困難である。なお「アルバム序文」はこの人物への言及を欠く［IAF: 
264］。（M）

 93	　Mawlānā Sulṭān ‘Alī Mašhadī. QKhは、彼とMawlānā Aẓharの関係を、‘Alī b. Hilālと
Ibn Muqlaの関係のごとく、直接ではないが前者は後者の書いたものから多くを学んだ
としており、本文の記述に近い。また、QKhはSulṭān ‘Alī Mašhadīによる詩を引用し
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ラーナー・アズハルから習ったわけではないが、彼が書いたものから多くを学

ている［QKh: 312-313］。DDMは、ナスタアリークにおいては彼以上の書家はいないと
評価している［DDM: 265］。（N）

	 　KhAの書家列伝は、Mawlānā Ǧa‘far以降、彼に並ぶ書家はいないと伝える［KhA: 237-
238］。またHSによると、彼は「過去および現在の書家たちの書を消し去ってしまうほ
どに、ナスフとタアリークの書体に熟達していた」という。この書家がSulṭān Ḥusayn 
MīrzāおよびAmīr Niẓām al-Dīn ‘Alī-Šīrのために書を作成していたとのHSの所伝は、
Bāburのそれと同様である［HS: IV, 351-352; BN: 282-283; GH: 59-61; GH （Etr.）: 101-102; 
久保 1990: 41］。なお同人の師については、TRがそれをMawlānā Aẓharと明示し、この
点はHIも同じであって、本書の説明とは食い違っている［TR: 315; HI: II, 206-207］。ま
た同人の死没をHSおよびこれに拠ったMMがヒジュラ暦919（1513/4）年、Mašhadで
のことと伝える一方［HS: IV, 352; MM: II, 490］、GHはヒジュラ暦926年ラビー・アル
アッワル月10日（1520.3.10）とするが、同人が記した書道の小論（risālah）がヒジュ
ラ暦922年ムハッラム月（1516年2/3月）に完成しているのだから、後者の年代に理
がある［GH: 78; GH （Etr.）: 124, n. 405］。Sulṭān ‘Alīの書蹟の現存例についてはHuart
が簡単に述べるとおりであるし、各所蔵機関の写本カタログから遡及できるものも数
多いので、ここでは列挙しない［Huart 1908: 221-223］。むしろ注意すべきは、同人
がムガル帝国においてその筆蹟が珍重された書家の一人であったことである。例えば
Abū al-Faḍlは、第二代君主Humāyūnが1535年に発動したGuǧarāt地方への遠征の際、
Kambhāyat郊外で敵兵の急襲に遭い、携行していた「貴重な書籍の数々」のほとんど
を失ったことを記しているが、その中で特に書名を挙げたのは「Mullā Sulṭān‘Alīの筆
写、Bihzād師の挿絵によるTīmūr Nāmah」であった（このTīmūr Nāmahとはおそらく
YazdīのẒafar Nāmahのことである）［TG: 21; AN: I, 136］。この他、同人筆写の写本が
ムガル帝国宮廷の書院に所蔵されていたことが、写本に書き込まれた出納記録等から
判明する諸例についてはSeyllerの労作を見よ［Seyller 1997: 280, 282, 286-287, 293, 295, 
297, 299-300, 303, 314, 321, 323, 335, 342, 345］。また同人の書蹟は、ǦahāngīrおよびŠāh 
Ǧahān時代に製作された書画帖（muraqqa‘）の素材として活用されることで伝世した。
例えば、いわゆるケヴォルキアン・アルバムから分かれた一葉としてメトロポリタン
美術館に所蔵されるもの［Welch et al. 1987: 112-113, 142-143, 240-241, nos. 17, 30, 78］、
ワンティジ・アルバムの一葉としてヴィクトリア・アンド・アルバート博物館に所蔵
されるもの［Clarke 1922: no. 32, pl. 22］、単葉としてチェスター・ビーティー図書館に
所蔵されるもの［Leach 1995: 412, no. 3.30］がある。（M）
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んだ。そして、彼の弟子のうち6人 94、スルターン・ムハンマド・ハンダーン 95、ス

ルターン・ムハンマド・ヌール 96、マウラーナー・アラー・アッディーン・ハラ

 94	　QKhは、HirātにおけるSulṭān ‘Alīの高名な弟子を6人とし、本書と同様の順番で列
挙している［QKh: 313-314］。（N）

	 　Sulṭān ‘Alīの弟子たちとして諸史料（TR, HI, GH）が列挙するものには本書の所伝
に重ならない部分がある（以下、本書の所伝と重ならない人物名に下線を付する）。
TR: Mawlānā ‘Alā al-Dīn, Sulṭān Muḥammad Ḫandān, Mawlānā Muḥammad Abrīšamī, 
Mawlānā Zayn al-Dīn Maḥmūd, Sulṭān Muḥammad Nūr, Qalandar Kātib ［TR: 316-
317］. HI: Mawlānā ‘Alā al-Dīn, Mawlānā Sulṭān Muḥammad Ḫandān, Mawlānā Sulṭān 
Muḥammad Nūr, Qalandar Kātib, Mawlānā Zayn Maḥmūd ［HI: II, 207］. GH: Mawlānā 
Mīr ‘Alī, Mawlānā Muḥammad Abrīšamī, Mawlānā Sulṭān Muḥammad Nūr, Mawlānā 
Sulṭān Muḥammad Ḫandān, Mawlānā Zayn al-Dīn Maḥmūd, Mawlānā Mīr ‘Alī Ǧāmī 

［GH: 62］。（M）
 95	　Sulṭān Muḥammad Ḫandān. Sulṭān ‘Alī Mašhadīの弟子。QKhは、彼をHirātにお

けるSulṭān ‘Alīの6名の高弟の一人とし、両者の関係をYāqūt Musta‘ṣimīとAḥmad 
Suhrawardīの関係になぞらえている［DDM: 266; DQM: 281; QKh: 313］。（N）

	 　KhAの書家列伝は、同人がナスタアリーク体を得意としたばかりでなく、葦笛（nay）
の演奏にも秀でていたと伝える［KhA: 239; 久保 1990: 41］。HSはSulṭān Ḥusayn Mīrzā
に仕えて、書をよくしたMawlānā Sulṭān Muḥammad Ḫandānが「彼は現在すばらし
き町Hirātに暮らしている。ときどき立派な書の揮毫に取り組んでいる」と伝えてお
り、GHもHirātにおける活動を記している［HS: IV: 363; GH: 62, 86-87; GH （Etr.）: 106, 
134］。没年については、17世紀後半に成立したMAがヒジュラ暦915 （1509/10）年を
伝えており、Blochmannもこれに従ったものと考えられるが［MA: 471; AA （Etr.）: I, 
108, n. 3］、1521年ごろに執筆されたLNは同人を存命者として扱っているので、MAの
年代には従いがたい［LN: 148］。同人の書写によるḤāfiẓ詩集の写本（大英図書館所蔵。
Add. 7760）の作成年代について、Rieuはヒジュラ暦921 （1515/6）年とし、Seyllerは同
941 （1534/5）年と記述するが、いずれにせよMAの年代の否定材料である［Rieu 1879-
1883: II, 628b-629a; Seyller 1997: 293］。またHuartが同950 （1543）年と説明する根拠は
不明である［Huart 1908: 224］。Akbar時代に製作されたFreer Gallery of Art所蔵の詩
文選集（いわゆる「ビフザード・アルバム」. F1944.48）に収録された書蹟の書家の一
人として名が挙がる［Seyller 1997: 284-285］。（M）

 96	　Sulṭān Muḥammad Nūr. QKhは、彼をHirātにおけるSulṭān ‘Alīの6名の高弟の一人
とし、Yāqūt Musta‘ṣimīの弟子Arġūn Kāmilīになぞらえている。また、彼が小字を得
意としたこと、Buḫārāに埋葬されていることを伝える［QKh: 313-314］。一方DDMは、
彼の師をMawlānā Mu’īn al-Dīn Wā‘iẓなる書家とする［DDM: 266］。DQMは、ナスタ
アリークを良くした書家としてSulṭān Muḥammad Nūrを挙げるが、師には触れていな
い［DQM: 281］。（N）

	 　KhAの書家列伝には、Mawlānā Sulṭān Muḥammad Nūrが‘Alī Šīrの支援によって腕
を上げ、ハフィーのナスタアリークでは彼よりうまく書ける者はいない、との記事が
ある［KhA: 239］。なお久保はKhAの写本資料に依拠して、同人の名をMawlānā Sulṭān 
Muḥammad b. Mawlānā Nūrとしている［久保 1990: 41］。これは、HSにおいて「当代
におけるナスフ・タアリークの書家たちの中心人物」として言及されているMawlānā 
Sulṭān Muḥammad b. Mawlānā Nūr Allāhと同じであり、GHはこの名の人物の通称が
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ウィー 97、マウラーナー・ザイン・アッディーン 98、マウラーナー・アブディー・

Sulṭān Muḥammad Nūrだったと説明している。またこの人物がMawlānā Sulṭān ‘Alī 
Mašhadīの弟子であったことはGHにも記事がある［HS: IV, 363; GH: 86; GH （Etr.）: 
134］。以上のごとく、同人の父がMawlānā Nūr Allāhであったことは明らかなので、
Sulṭān ‘Alī Mašhadīの子だとするHuartの説明は誤りである［Huart 1908: 224］。また
同人の筆蹟としてはヒジュラ暦905 （1499/1500）年に製作した詞華集の写本があり、
これは着色およびマーブル模様をほどこされた料紙を用いている点で、写本学上の意
味を持つ作品でもある［Blair 2006: 55］。メトロポリタン美術館に所蔵されるこの写本

（Acc. no. 1997.71）の画像の一部は同館のホームページで閲覧でき、そこに付された詳
細な解説は、マーブル模様とみなすBlairの所見に異論があることを教えている（URL: 
https://www.metmuseum.org/art/collection/search/453385）。Akbar時代に製作された
Freer Gallery of Art所蔵の詩文選集（いわゆる「ビフザード・アルバム」. F1944.48）に
収録された書蹟の書家の一人として名が挙がる［Seyller 1997: 284-285］。また同人の筆
になるǦāmī著Tuḥfat al-Aḥrār写本（1515/6年Buḫārāで製作）はムガル帝国の書院を経
て、今日Arther M. Sackler Galleryに所蔵されている（S86.0052）［Seyller 1997: 286］。
この書家のその他の作例については［Soucek 2003］。（M）

 97	　Mawlānā ‘Alā al-Dīn Harawī. QKhは、彼をHirātにおけるSulṭān ‘Alīの6名の高弟
の一人とし、彼の書をYāqūt Musta‘ṣimīの弟子Yūsuf Šāh Mašhadīになぞらえている 

［QKh: 314］。（N）
	 　「アルバム序文」はこの人物の名をMawlānā ‘Alā’ al-Dīn Muḥammad Harawīとする
［IAF: 264］。KhAの書家列伝には、Mawlānā ‘Alā’ al-Dīn Muḥammadなる書家が立伝さ
れており、同人がHirātの‘Alī-Šīrの書院でナスタアリークを学んで上達したことを伝え
ている［KhA: 239; 久保 1990: 41］。Huartは、‘Alā al-Dīn Muḥammadなる書家（1542
年没）がAmīr Ḫusrawの『五部作』その他の作品をしばしば書写したと説明している。
その根拠史料は不明だが、‘Alā’ al-Dīn Muḥammad Harawī なる人物によってBalḫで
1503/4年に書写され、そのAkbarの書院に入り、帝国に伝世した『五部作』写本があ
る（フランス国立図書館Supplément persan 1954 （1））［Seyller 2001: 151］。（M）

 98	　Mawlānā Zayn al-Dīn. QKhは、彼をHirātにおけるSulṭān ‘Alīの6名の高弟の一人と
し、Yāqūt Musta‘ṣimīの弟子Pīr Yaḥyā Ṣūfīになぞらえている。また、彼がSulṭān ‘Alī 
Mašhadīの娘婿であったためDāmādと呼ばれていることや、Maḥmūdという名にも言
及している。没年はヒジュラ暦925（1519）年とされる［QKh:314］。DQMとGHはSulṭān 
‘Alī Mašhadīの弟子の一人としてZayn al-Dīn Maḥmūdを挙げている［DQM: 281］。（N）

	 　KhAの書家列伝はMawlānā Zayn al-Dīn Maḥmūdに言及し、同人がナスタアリーク
体を得意としたこと、Sulṭān ‘Alī Mašhadīの弟子の一人であることを伝えている［KhA: 
238; 久保 1990: 41］。TRはこの人物が、Sulṭān ‘Alī Mašhadīの娘婿（dāmād）だという

［TR: 317］。17世紀後半のMAは、同人がNīšāpūr出身であること、Mīr ‘Alī-Šīrの保護
下にあったこと、ヒジュラ暦918 （1512/3）年に死去したことを付け加えている［MA: 
471］。後出する名手Mīr ‘Alīの師でもあったことについてTRとGHの所伝は一致する

［TR: 317; GH: 78; GH （Etr.） 126］。（M）
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ニーシャープーリー 99、ムハンマド・カースィム・シャーディー・シャー 100が名

を上げた。彼らそれぞれは一流の仕方で書いた。そして魅力的な集団が続いた。

マウラーナー・スルターン・アリー・カーイニー 101、マウラーナー・スルター

 99	　Mawlānā ‘Abdī Nīšāpūrī. QKhは、彼をHirātにおけるSulṭān ‘Alīの6名の高弟の一人
とし、Yāqūt Musta‘ṣimīの弟子Mubārak Šāhになぞらえている ［QKh: 314］。また、DDM
は甥Šāh Maḥmūd Nīšāpūrīの師として、TAAではŠāh Ṭahmāsp時代にナスタアリーク
で知られた書家として名前が挙げられている［DDM: 272; TAA: 170］。（N）

	 　LNは同人の名をMullā ‘Abdī Qalandarとしており、Nīšāpūrīという帰属表示も与え
ている。Sulṭān ‘Alī Mašhadīの弟子としてTR, HIが挙げるQalandar Kātibは同じ人物
を指す［LN: 148; TR: 317; HI: II, 207］。Soucekが指摘するとおり、TSが（1550年ごろ
成立）、「ここ2年の間に」同人が亡くなったことを伝えていることは、その没年の参考
材料となる［TS: 134; Soucek （EIr）: ‘Abdī Nīšāpūrī］。またTSに立伝されることにも反
映されているとおり、同人が主にサファヴィー朝君主Šāh Ṭahmāspのもとで活動した
ことはGHも述べるとおりである。GHはさらに、後出のŠāh Maḥmūd Nīšāpūrīが同人
の甥（ḫwāhar-zādah）であると同時に弟子でもあったことを伝えている［GH: 87; GH 

（Etr.）: 134］。（M）
 100	 Muḥammad Qāsim Šādī Šāh. QKhは、彼をHirātにおけるSulṭān ‘Alīの6名の高弟

の一人とし、Yāqūt Musta‘ṣimīの弟子Sayyid Ḥaydar Gundah-nawīsになぞらえている 
［QKh: 314］。一方DDMは、彼をSulṭān Muḥammad NūrとSulṭān Muḥammad Ḫandān
の弟子とする［DDM: 266］。（N）

	 　本書の所伝と異なり、TRは同人を前出のSulṭān Muḥammad Ḫandānの弟子として
いる［TR: 317］。Akbar時代に製作されたFreer Gallery of Art所蔵の詩文選集（いわゆ
る「ビフザード・アルバム」. F1944.48）に収録された書蹟の書家の一人の名として、
Muḥammad Qāsim ibn Šādī Šāh「シャーディー・シャーの息子ムハンマド・カースィ
ム」との記入があるという［Seyller 1997: 284］。もしこれを信ずるなら、この書家の名は
Muḥammad Qāsim-i Šādī Šāhとエザーフェを付して読むべきことになる。Muḥammad 
Qāsim Šādī Šāh名の書家による書蹟としては他に、1527年書写のSa‘dī著Būstān選録
写本（Art and History Trust Collection（米国））が知られる［Seyller 1997: 288］。また
1523年書写のSa‘dī著Būstān写本（チェスター・ビーティー図書館所蔵。Ms. 297）の写
字生Muḥammad Qāsim al-Harawīは同じ書家かもしれない［Seyller 1997: 337］。GHは
Mawlānā Qāsim Šādī Šāhという名で立伝し、その没年をヒジュラ暦950 （1543/4）年と
するとともに、その弟子の一人として、サファヴィー朝のもとで活動した著名な書家
で、本書には言及されていないDūst Muḥammadを挙げる［GH: 89-90, 99; GH （Etr.）: 
138, 146-147］。Dūst Muḥammadについては［Adle （EIr）: Dūst-Moḥammad Heravī］。

（M）
 101	 Mawlānā Sulṭān ‘Alī Qā’inī. DDMは、彼がアクコユンル君主Ya‘qūb（在位1478-1491

年）に仕えたと伝える［DDM: 266］。DQMにも名前が挙げられている［DQM: 281］。（N）
	 　KhAの書家列伝にはナスタアリークの名手として伝があり［KhA: 238; 久保 1990: 

41］、TRは前出のMawlānā Aẓharの弟子とする［TR: 315］。この書家が主として、アク
コユンル支配下のTabrīzで活動したことについては［Soucek （EIr）: ‘Alī Qā’enī］。な
おMAはナスタアリークをよくした同人の経歴について、Mīr ‘Alī Šīrの保護下にあって
Sulṭān Ḥusayn Bāyqarāの子の一人の訓育にあたり、ヒジュラ暦914 （1508/9）年死去し
たことを伝えている［MA: 472］。本書の英語訳注もこの所伝に従ったものと思われる
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ン・アリー・マシュハディー 102、マウラーナー・ヒジュラーニー 103もまた、この

文字を書くことにおいて腕前を示した。続く達人の筆頭は、マウラーナー・ミー

ル・アリー・ハラウィー 104である。表向きはマウラーナー・ザイン・アッディー

が、Soucekはこの没年については懐疑的である［AA （Etr.）: I, 108, n. 5; Soucek （EIr）: 
‘Alī Qā’enī］。（M）

 102	 Mawlānā Sulṭān ‘Alī Mašhadī. DQMは、ナスタアリークを良くした書家として、
Mawlānā Sulṭān ‘Alī Qā’inīと並べてMawlānā Sulṭān ‘Alī Sabz Mašhadīを挙げる［DQM: 
281］。（N）

	 　文脈上、この人物が既出のスルターン・アリー・マシュハディーと同じであるはず
がない。IAFの「アルバム序文」はこの人物の名をMawlānā Sulṭān ‘Alī Šīr Mašhadīと
しており、このことはBlochmannも指摘している［IAF: 265; AA （Etr.）: I, 108, n. 7］。
一方、KhAの書家列伝にはMawlānā Sulṭān ‘Alī Sabz Mašhadīなる書家がナスタアリー
クを得意とした旨の伝がある［KhA: 238; 久保 1990: 41］。Šīr とSabz の字形は相似るの
で、ことによると前者は後者の誤記であって、いずれも同じ書家を指しているのかも
知れない。なおMAはMawlānā ‘Alī Šīr Mašhadīなる書家を立伝して、Sulṭān Ḥusayn 
Bāyqarā時代にMīr ‘Alī Šīrのもとで活動したナスタアリークの名手であったとしてい
る［MA: 473］。（M）

 103	 Mawlānā Hiǧrānī. この書家の名前の綴りには問題があるかもしれない。KhAの書
家列伝によると、‘Alī Šīr の書院で活動し、ナスフ・タアリークを得意とした書家
Mawlānā Buḥrānīが立伝されている［KhA: 239; 久保 1990: 41］。HiǧrānīとBuḥrānīの字
形は相似るので、ことによると前者は後者の誤記かも知れない。一方Awrangzīb時代の
史書MAに収録された書家列伝は、Hiǧrānīと記し、その人物が‘Alī Šīrの朋友（nadīm）
であって、ナスタアリーク体をよくし、ヒジュラ暦921年（1515/6）に死去したとして
いる。英語訳の注釈もおそらくこれを根拠としたものであろう［MA: 472; AA （Etr.）: I, 
108, n. 7］。（M）

 104	 Mawlānā Mīr ‘Alī Harawī. QKhではMawlānā Zayn al-Dīn Dāmādの弟子とされ、さら
に彼とSulṭān ‘Alī Mašhadīの関係がYāqūt Musta‘ṣimīとその孫弟子‘Abd Allāh Ṣayrafī
の関係になぞらえられている。特に大字に優れていた。最初Hirātの支配者に仕え、の
ちにBuḫārāに移ったという。没年はヒジュラ暦902（1496/7）年とされるが、数字が抜
けている可能性がある。QKhには彼の詩が数編引用されている。QKhの作者Maḥmūd 
b. Muḥammadは、おそらく彼の弟子筋にあたる［QKh: 314-315］。なお、QKhの最終章
第2部（ナスタアリークの書家）に登場する書家のうち、AAで言及されていないのは、
BuḫārāでMīr ‘Alī の弟子になり、同地の支配者‘Abd al-‘Azīz Ḫānに仕えたのちMašhad
に移動したとされるSayyidī Aḥmadのみである［QKh: 315-316］。（N）

	 　TRはこの書家の師として、本書の記述に対して、Mawlānā Zayn al-Dīnを挙げるに留
まっており、この点はHIも同様である［TR: 317; HI: II, 207］。一方GHが、当初Mawlānā 
Zayn al-Dīnに師事し、その後にMawlānā Sulṭān ‘Alīに師事したと説明している点は本
書と同様である［GH: 62, 78-79; GH （Etr.）: 106, n. 341, 126］。師弟関係に関する諸説
を含め、同人に経歴については［Soucek （EIr）: ‘Alī Heravī］が詳しい。この書家とム
ガル帝国との関係については不明である。MAhおよびGHに採録された同人の詩（qiṭ
‘ah）は、初代君主Bāburを賞賛して、「ティムール家の誉れ」と形容している［MAh: 
176; GH: 80; GH （Etr.）: 129］。Welch編の図録に寄稿したSchimmel、およびSoucekが
指摘するとおり［Welch et al. 1987: 99; Soucek（EIr）: ‘Alī Heravī］、この詩はBāburに
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ンに師事したが、マウラーナー・スルターン・アリーの書を師とした。そして

対するこの書家の敬意を裏付ける材料ではあるが、これが詠まれた時期は不明であっ
て、帝国建設の後であるか否かも判然としないので、評価は難しい。なおミントー・ア
ルバムの一葉をなす同人の書蹟は、Bāburに対する別のチャガタイ・トルコ語の対句一
連を冒頭に配し、これに、相手を賞賛する四行詩（rubā‘ī）を後続させ、Buḫārāにおい
て執筆した旨のMīr ‘Alīの識語で締めくくる仕立てとなっている。但し、その四行詩は
HSの簡潔なMīr ‘Alī伝に引用されているごとく［HS: IV, 617-618］、元来Bāburとは全
く無関係の文脈で詠まれたものであるし（この四行詩はGHにも引用されている［GH: 
81; GH （Etr.）: 129, n. 433］）、書蹟の別区画に貼り込まれたBuḫārāの識語が、対句ない
し四行詩のいずれかに属している保証もない。つまり、この一葉は、それぞれ異なる
文脈を備えたMīr ‘Alīの文句を貼り合わせて、帝国始祖Bāburへの賛辞と見える一連の
書蹟と見えるように作り出されたムガル帝国の書院の産物とみるほうが妥当であろう

（ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館に所蔵されるこの一葉の写真は［Stronge 
2002: 170, pl. 135］）。仮にそうだとすると、Schimmelのごとく、この一葉をMīr ‘Alī
のBāburに対する態度をあらわす資料とは見なすべきではなく［Welch et al. 1987: loc. 
cit.］、むしろ帝国の始祖と令名高き王朝故地の能書家とを付会させることが意味を持ち
得たǦahāngīrないしŠāh Ǧahān時代の帝国の歴史意識を反映する材料と見なせるはず
である。たしかに、この書家の筆蹟は、ムガル帝国の宮廷において、Mawlānā Sulṭān 
‘Alīと並んで珍重された。Ǧahāngīrは、同人の筆によるYūsuf Zulayḫāの金箔押し豪華
写本が献上されたことを記録しており、同人について画家（muṣawwir）にして写本彩
飾師 （muḏahhib） と説明している［JN （T）: 96; JN （A）: 81］。この他、同人筆写の写
本がムガル帝国宮廷の書院に所蔵されていたことが、写本に書き込まれた出納記録等
から判明する諸例についてはSeyllerの労作を見よ［Seyller 1997: 281, 284-285, 286, 298, 
301, 303, 324, 329, 331, 335, 336, 339］。またǦahāngīrおよびŠāh Ǧahān時代に製作さ
れた書画帖の素材として、その書蹟が用いられたことは既出のMawlānā Sulṭān ‘Alīと
同様であるが、その例ははるかに数多く、その人気の差は歴然としている［真下2014: 
286-286］。目録作成者の所見にかかわらず、Mīr ‘Alīの署名が確認できる書蹟に限って
も、いわゆるケヴォルキアン・アルバムから分かれた一葉としてメトロポリタン美術
館に所蔵されるもの［Welch et al. 1987: 108-109, 124-125, 156-157, 168-169, 206-207, 214-
215, 222-223, 228-231, nos. 15, 22, 36, 42, 61, 65, 69, 72, 73］、同じアルバムから分かれた
一葉としてフリーア美術館に所蔵されるもの［Welch et al. 1987: 106-107, 116-117, nos. 
14, 19］、ワンティジ・アルバムの一葉としてヴィクトリア・アンド・アルバート博物
館に所蔵されるもの［Clarke 1922: nos. 33, 34, pls. 23, 24; Stronge 2002: 168, pl. 132］

（ClarkeおよびStrongeの図録に収録されていない以下の実例は同博物館のホームペー
ジで閲覧できる画像によって調査した（URL: https://collections.vam.ac.uk/）：IM 111a-
1921, IM 118a-1921, IM 121a-1921, IM 124a-1921, IM 129a-1921, IM 137a-1921, IM 138a-
1921, IM 139a-1921）、ミントー・アルバムの一葉としてチェスター・ビーティー図書
館に所蔵されるもの［Wright 2008: 288-291, 299-301, 304-305, 308-309, 312-313, 321, 324-
325, 326-328, 331-332, 347-348, 359-361, nos. 36B, 38B, 39B, 40B, 41B, 43B, 44B, 45B, 46B, 
50B, 53B］を列挙できる。なおMīr ‘Alīの没年について、MAhはヒジュラ暦951 （1544/5）
年を伝えており、Soucekもこれに従っている［MAh: 177］。Soucekが示す同人に帰せ
られる作例の年代の数々に照らしても、MAが伝えるヒジュラ暦924 （1518/9）年とい
う年代には従いがたい［MA: 477］。なお後出する同人の息子Mawlānā Bāqir（注128）
は、ムガル帝国において書家として活動した。（M）
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高い理解力の輝きによって手法の変革を行い、顕著な変化を残した。ある者が

「あなたの字とマウラーナーの字の違いは何か」と尋ねたところ、彼の答えは

以下の通りであった。「完成の水準に達しているのは私も同じだが、彼の字に

は異なった味わいがあるのだ」 105。シャー・マフムード・ニーシャープーリー 106、

 105	 IAFの「アルバム序文」はこの返答としてやや異なる言葉を伝えている：「完成の水
準に達しているのは私も同じだが、マウラーナー・スルターン・アリーの字が持って
いる味わいは私の字にはない」［IAF: 265］。（M）

 106	 Šāh Maḥmūd Nīšāpūrī. QKhではMawlānā Maḥmūd Šāh Nīšāpūrīと呼ばれ、おじ
（ḫāl）のMawlānā ‘Abdī Nīšāpūrīの弟子であったとされている［QKh: 315］。DDMは
執筆当時にサファヴィー朝に仕えていた書家として言及し、QKhと同様おじMawlānā 
‘Abdī Nīšāpūrīの弟子とする ［DDM: 272］。（N）　

	 　TSによるとこの書家はSulṭān ‘Alī Mašhadīの弟子であったが、本当はMawlānā ‘Abdī 
Nīšāpūrīの弟子であったという［TS: 133］。GHはŠāh Maḥmūd NīšāpūrīがMawlānā 
‘Abdī Nīšāpūrīの甥（ḫwāhar-zādah）であると同時に弟子でもあったといい、サファ
ヴィー朝君主Ṭahmāspのもとで活動し、1564/5年に没したと伝えている［GH: 87-89; 
GH （Etr.）: 134-138］。この書家の経歴や作品についてその他の詳細は［Simpson 1997: 
254-269］を見よ。ムガル帝国の宮廷に蔵された経歴のあるこの書家の作品としては、
Ǧāmī著Haft Awrang写本（Freer Gallery of Art所蔵。F1946.12。この写本に付された
注記や印章等の詳細な記述は［Seyller 1997: 285-286］にあり、同写本に関する専著は

［Simpson 1997］）、1543/4年書写のǦāmī著Yūsuf wa Zulayḫā写本（フランス国立図書
館所蔵。Supplément persan 1919）［Seyller 1997: 297］、1551年書写のSa‘dī著Būstān写
本（チェスター・ビーティー図書館所蔵。Ms. 221）［Seyller 1997: 302］。（M）
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イスハークの子マフムード 107、シャムス・アッディーン・キルマーニー 108、マウ

ラーナー・ジャムシード・ムアンマーイー 109、スルターン・フサイン・ホジャン

 107	 Maḥmūd-i Isḥāq. QKhには、Mīr ‘Alī Harawī の弟子として、タアリークとナスタア
リークに優れたMawlānā Maḥmūd Isḥāq Siyāwušānīが見える。また、TAAでは、Šāh 
Ṭahmāsp時代にḪurāsānや‘Irāqにおいてナスタアリークで知られた書家の筆頭とし
て、Mawlānā Maḥmūd Isḥāq Siyāwušānīという書家が挙げられている［QKh: 316; TAA: 
170］。（N）

	 　GHは、Ḫwāǧah Isḥāq al-Šihābīの息子で、既出のMawlānā Mīr ‘Alī Harawīに師事し
た書家Ḫwāǧah Maḥmūdを立伝している。その記事は、同人がBuḫārāからBalḫに移っ
たことを伝えるに留まるが［GH: 84-85; GH （Etr.）: 131-132］、MShは、同じくMawlānā 
Mīr ‘Alī Harawīの弟子であったMīr Kulangī（注130）とともにAkbarの宮廷に到来し
て、その書院で『ハムザ物語』Qiṣṣah-i Ḥamzahの写本の浄書に従事したことを伝え
る［MSh: 54］。MA所伝のMawlānā Ḫwāǧah Maḥmūdも同じ書家を指しているはずで
ある［MA: 477-478］。フダーバフシュ図書館には、この書家の筆になるDīwān-i Mīrzā 
Kāmrān（第二代君主Humāyūnの弟Kāmrānがペルシア語およびテュルク語でものし
た）の孤本が所蔵されている。その奥書に記された写字生の自称Maḥmūd bun Isḥāq 
al-Šihābī al-Harawīによって、この書家Maḥmūdとその父 Isḥāqとの親子関係は明白で
あるから、本文の当該箇所「イスハークのマフムード」（Maḥmūd-i Isḥāq）は、「イス
ハークの子マフムード」と解すべきことになる。なおその写本の書写年代は明記されな
いが、著者Kāmrānに寄せた祈願文言は彼がまだ存命であることを含意しているから、
兄Humāyūnとの闘争に敗れてMakkah巡礼に去ったKāmrānが死去する（1557年10月
4日［AN: I, 331］）以前に、本書の作成が行われたことになる。その後この写本が1583
年にはAbū al-Faḍlの兄Fayḍīによって閲覧されたこと、さらにAkbar以降の歴代君主
の書院に伝わったことは、写本に書き込まれた複数の注記によって確認できる［Abdul 
Muqtadir 1910: 145-156; Seyller 1997: 326-327］。（M）

 108	 Šams al-Dīn Kirmānī. QKhにおいて、Sulṭān ‘Alī Mašhadī（注93）の弟子として名前
が挙げられている。NiẓāmīとAmīr Ḫusrawそれぞれの五部作を筆写したという［QKh: 
316; Roxburgh 2014: 35, 133］。（N）

 109	 Mawlānā Ǧamšīd Mu‘ammā’ī. QKhにおいて、Sulṭān ‘Alī Mašhadīの弟子としてこの
名が挙げられている。Mullā Rūmīの息子であり、Hirātで活動したという［QKh: 316］。

（N） 
	 　MNはmu‘ammā’īとして活動した能書家Mawlānā Ǧamšīdに言及している［MN （T）: 

101］。これは17世紀初頭のムガル帝国で編まれた詩人伝ArAshに立伝されたHirātの
Mawlānā Ǧamšīd Mu‘ammā’īと同じ人物を指している［ArAsh: II, 1016］。この人物は、
サファヴィー朝支配下の Īrānに亡命したHumāyūnが訪問したMašhadで幾度も会見
した同地の学者たちの一人として名前が挙がる同名の人物と同じであろうか［AN: I, 
221］。あるいはGHが、Hirātで活動した能書家でmu‘ammāにも秀でていたと伝える
Mawlānā Ǧamšīd b. Mawlānā Aḥmad Rūmīが、本文の人物と同じであるかもしれない

［GH: 90; GH （Etr.）: 138］。（M）
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ド 110、マウラーナー・アイシー 111、ギヤース・アッディーン・ムザッヒブ 112、マウ

 110	 Sulṭān Ḥusayn Ḫuǧand. QKhには、Mawlānā Ǧamšīd Mu‘ammā’īとMawlānā ‘Ayšīの
所伝の間に、Muḥammad Qāsim Šādī Šāh（注100）の弟子で、‘Iyālīの号で詩人として
も活動したMawlānā Sulṭān Ḥusayn Ǧamšīdの名が見える。文脈から考えて、本文の
Sulṭān Ḥusayn Ḫuǧandはこの人物に相当する可能性がある［QKh: 316-317］。（N）

 111	 Mawlānā ‘Ayšī. QKhは、Mullā Ǧamšīd （Mu‘ammā’ī）の弟子として、詩人としても
活動したMawlānā ‘Ayšīを挙げる。彼はSulṭān Muḥammad Ḫandānの弟子でもあった
という［QKh: 317］。（N）

	 　当初Miḥnatīの雅号で活動していたḤiṣār出身の詩人が、Akbarのもとに到来したと
きに‘Ayšīの雅号を与えられたという［NM: 190v-191r; HI: II, 94; MT: III, 337; ArAsh: V, 
2974］。但し以上のムガル帝国側の伝記資料は、Akbar時代にSirhindで没したこの人物
の書の素養について触れるところがない。一方、GHはHirāt出身でMašhadに移った
後、同地に営まれていたサファヴィー朝王子Sulṭān Ibrāhīm Mīrzā （1577年没）の書院
で活動し、その地で没した同名の書家に言及する［GH: 105; GH （Etr.）: 153-154］。そ
の書院でこの書家が作成に関与したǦāmī著Haft Awrang写本（Freer Gallery of Art所
蔵。F1946.12）およびこの書家に関する詳細は［Simpson 1997: 30, 294-297］。以上の二
人の‘Ayšīは明らかに別人であるが、本書が指しているのがいずれであるのか否か、定
かではない。しかしこの書家の前後に本書で言及される書家たちにティムール朝から
サファヴィー朝にわたる時期の中央アジア、Īrānで活動した者が頻出することを考慮
すると、後者にあたる可能性が高い。（M）

 112	 Ġiyāṯ al-Dīn Muḏahhib. QKhは、Mawlānā Sulṭān ‘Alī Mašhadīの弟子としてMawlānā 
Ġiyāṯ al-Dīn Muḏahhib Mašhadīを挙げている。なお、同時に名前が挙げられている
Muḥammad Abrīšamīは本文では名前がないが、DDMやDQMでもSulṭān ‘Alī Mašhadī
の弟子として挙げられている［DDM: 266; DQM: 281; QKh: 317］。（N）

	 　GHはSulṭān ‘Alī Mašhadīの同時代の写本彩飾師として同名の人物に言及し、彼がヒ
ジュラ暦942年ジュマーダー・アルアッワル月末日（1535年12月6日）にMašhadで死
去し、Sulṭān ‘Alī Mašhadīの墓の傍らに葬られたと伝える［GH: 145; GH （Etr.）: 189］。

（M）
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ラーナー・アブド・アッサマド 113、マウラーナー・マーリク 114、マウラーナー・

アブド・アルカリーム 115、マウラーナー・アブド・アッラヒーム・ハーリズ

 113	 Mawlānā ‘Abd al-Ṣamad. この名前で知られている書家として、QKhにおいてSulṭān 
‘Alī Mašhadīの弟子とされ、‘Abd al-Raḥmān Ǧāmī との逸話が伝えられているMawlānā 
‘Abd al-Ṣamadと、Šīrāz出身でムガル帝国下のインドに移住し、Šīrīn-qalamという称号
で呼ばれているMawlānā ‘Abd al-Ṣamad Šīrāzīがいる。前後の文脈から、ここで意図さ
れているのは前者である可能性が高いと考えられる。GHにおいてSulṭān ‘Alī Mašhadī
と同時代に活動したとされている‘Abd al-Ṣamad Mašhadīは前者と同一人物であろう。

［GH: 147-148; GH （Etr.）: 189; QKh: 317-318; Blair 2006: 554］。（N）
	 　HIには‘Abd al-Raḥmān Ǧāmī （1414-1492）の存命期間に活動したMawlānā ‘Abd al-

Ṣamadなる書家の名が見える。これが本書が指す書家と同じであることの確証はない
［HI: II, 207］。なおAAは書家Mawlānā ‘Abd al-Ṣamadを、Šīrāz出身の画家 （muṣawwir） 
Ḫwāǧah ‘Abd al-Ṣamad Šīrīn-qalamと区別している。当然ANも同じ呼称をこの画家に
用いる［AN: II, 42; III, 227, 404］。MTもḪwāǧah ‘Abd al-Ṣamadとし［MT: III, 51, 310］、
後代のJNも同様［JN （T）: 10, 24］。但しこの画家をTHAはMullā ‘Abd al-Ṣamad ［THA: 
65-69］ないしMawlānā ‘Abd al-Ṣamad ［THA: 177］と呼んでおり、同時代の史料にお
いても両名の区別は十分でなかったことが分かる。（M）

 114	 Mawlānā Mālik. QKhでは、Sulṭān ‘Alī MašhadīとMīr ‘Alī Harawīの流れを汲む書家
として、Mawlānā ‘Abd al-Ṣamadの次にMawlānā Mālik Daylamīの名前が挙げられてい
る。Qazwīnで活動し、ヒジュラ暦969（1562）年ズー・アルヒッジャ月18日に没したと
される［QKh: 318］。また、DQMやTAAは、Šāh Ṭahmāsp時代にナスタアリークで知ら
れた書家としてMawlānā Mālik al-Daylamī Qazwīnīを挙げる。GHは、Šāh Ṭahmāspの
息子Sulṭān Ibrāhīm Mīrzāに仕え、QazwīnのČihil-sutūnの装飾などを手がけてヒジュ
ラ暦969年に没したMālik al-Daylamīに言及している［DQM: 281; GH: 93-97; GH （Etr.）: 
141-145; TAA: 170-171; Blair 2006: 436］。（N）

	 　能書家Mawlānā Mālik Daylamī ［GH: 93-97; GH （Etr.）: 141-145; ArAsh: VI, 3984］
の他、Qumで活動した能書家Mawlānā Mālik ［GH: 122］が史料に見えるが、本書の
Mawlānā Mālikが両者のいずれかにあたるのか否かは定かでない。ただサファヴィー
朝王子Sulṭān Ibrāhīm Mīrzāの書院で活動し、ムガル帝国の書院に伝世したǦāmī著
Haft Awrang写本（Freer Gallery of Art所蔵。F1946.12）の作成にも関与したのは前者
であり、本書がこの書家を指している可能性は高い。この書家の経歴や作品について
詳しくは［Simpson 1997: 284-293］。（M）

 115	 Mawlānā ‘Abd al-Karīm. この書家に後続してMawlānā ‘Abd al-Raḥīm Ḫwārazmī が
言及されていることを考慮すると、本書が指しているのは、QKh、DQM、TSやGHにお
いてその兄弟として言及される書家であり、Pādšāhという雅号を用いた詩人でもあっ
たMawlānā ‘Abd al-Karīmであると考えられる。二人の兄弟の父は、書家のMawlānā 
‘Abd al-Raḥmān Ḫwārazmīである［TS: 135; DQM: 282; GH: 58; GH （Etr.）: 101; QKh: 
319］。この書家の経歴について詳しくは不明であるが、彼がアクコユンル君主Ya‘qūb

（在位1478-1491年）の保護下で活動したことは確実である。またSoucekによると
Ḫwārazmīという帰属表示にもかかわらず、この書家はŠīrāzで生まれた可能性がある
という。この書家に帰されうる作品など、詳しい解説は［Soucek （EIr）: ‘Abd al-Karīm 
Ḵvārazmī; Gholami & Negahban （EIs）: ‘Abd al-Karīm Khwārazmī］。（M）
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ミー 116、マウラーナー・シャイフ・ムハンマド 117、マウラーナー・シャー・マフ

ムード・ザッリーンカラム 118、マウラーナー・ムハンマド・フサイン・タブリー

ズィー 119、マウラーナー・ハサン・アリー・マシュハディー 120、ミール・ムイッ

 116	 Mawlānā ‘Abd al-Raḥīm Ḫwārazmī. 直前に言及された書家Mawlānā ‘Abd al-Karīm 
（注115）の兄弟。そのラカブをNiẓām al-Dīnと伝える史料もある［DDM: 265］。この兄
弟の書のスタイルは父‘Abd al-Raḥmānから受け継いだ独特のものであったとDQMは
伝える一方、QKhは‘Abd al-RaḥīmがAẓhar Tabrīzī（注90）の弟子だったとする。また
詩人伝や書家列伝の諸史料ではAnīsīという号が伝えられているが、GHの所伝による
と、その号は彼がアクコユンル君主Ya‘qūbの随臣（anīs）であったことによるという

［MN （P）: 301; TS: 134; DQM: 282; QKh: 318-319; GH: 57-58; GH （Etr.）: 100-101］。この
書家の経歴のさらなる詳細や作品例について詳しくは［Gholami & Umar （EIs）: ‘Abd 
al-Raḥīm Khwārazmī; Soucek （EIr）: ‘Abd al-Raḥīm Ḵvārazmī］。（M）

 117	 Mawlānā Šayḫ Muḥammad. DDMはNiẓām al-Dīnというラカブを挙げている［DDM: 
272］。GHによるとこの書家はSabzawār出身であり、スルス体の書家（ṯulṯ-nawīs）た
るMawlānā Šayḫ Kamālの息子であって、サファヴィー朝王子Sulṭān Ibrāhīm Mīrzāが
Mašhadに営んだ書院で活動したという。［DDM: 272; GH: 142-144］。その経歴について
詳しくは［Simpson 1997: 310-315］。（M）

	 　TAAには、Šāh Ṭahmāsp時代の画家として、ナスタアリークでも知られたMawlānā 
Šayḫ Muḥammad Sabzawārīが見える［TAA: 176］。（N）

 118	 Mawlānā Šāh Maḥmūd Zarrīn-qalam. QKhにおいて、Ǧa‘far Tabrīzīの弟子とされて
いる書家か。TAAにおいて、Šāh Ṭahmāsp時代のナスタアリークの書家としてこの名
前が挙げられている［QKh: 312; TAA: 170］。GHは既出のŠāh Maḥmūd Nīšāpūrī（注
106）にZarrīn-qalamの称号を付しており、両者が混同されている可能性がある［GH: 
87-89］。（N）

 119	 Mawlānā Muḥammad Ḥusayn Tabrīzī. GHに よ る とMašhadでMīr Sayyid Aḥmad 
Mašhadīに師事して書の腕を上げ、Šāh Ismā‘īl二世（在位1576-1578年）の王宮の碑文
作成を任されるほどであったが、若くして亡くなったという。その弟子としてMawlānā 
Muḥammad Amīnが伝えられているが、これは後出するMuḥammad Amīn Mašhadī

（注129）に同じである可能性がある［GH: 119, 123; ArAsh: VI, 3609-3610; MA: 478］。ム
ガル帝国の書院に蔵された経歴のあるMuḥammad Ḥusayn Tabrīzīなる書家の書写に
よる写本（現在所在不明）がSeyllerによって報告されているが「1525-50年ごろ」と
いうその製作年代は上記の活動年代に整合的とは考えにくいので、さしあたり別人の
作品と見なしておきたい［Eslami （EIr）: ‘Emād Ḥasanī; AA （Etr.）: I, 109; GH: 119; GH 

（Etr.）: 165; Seyller 1997: 340］。（M）
	 　TAAはŠāh Ṭahmāsp時代のナスタアリークの書家として名前を挙げており、兄弟

Muḥammad ‘Alīもウラマーとして知られていたと伝える［TAA: 158, 170-171］。（N）
 120	 Mawlānā Ḥasan ‘Alī Mašhadī. 直 前 のMuḥammad Ḥusayn Tabrīzīと 同 じ く、Mīr 

Sayyid Aḥmad Mašhadīに師事し、ヒジュラ暦1003 （1594/5）年に没した書家としてGH
に見える［GH: 91］。MAにもMīr ‘Alī Harawīの流れをくむナスタアリーク体の書家と
して名が挙がる［MA: 478］。（M）
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ズ・カーシー 121、ミールザー・イブラーヒーム・イスファハーニー 122や他の何人

かも、この技（taṣwīr）に貴重な人生を費やした 123。

　国の主たる御方の慧眼と鑑定眼により、さまざまな文字が高い段階を勝ちえ

て、傑出した腕前を備えた技芸の熟達者たちにとって<I, 115>活躍の場（rūz-i 

bāzār）が生まれた。とりわけナスタアリーク体はますます普及した。そしてカ

リフ位の王座の庇蔭のもと、心に染み入るこの書字の名手と呼ばれうる麗筆の

人はムハンマド・フサイン・カシュミーリー 124である。彼はザッリーンカラム

 121	 Mīr Mu‘izz Kāšī. TAAにおいて、Šāh Ṭahmāsp時代にKāšānと‘Irāqで名声を博した
書家として名前が挙げられているMīr Mu‘izzī Kāšīと同一人物か ［TAA: 171; Roxburgh 
2014: 130］。（N）

	 　MAにMīr ‘Alī Harawīの流れをくむナスタアリーク体の書家として名が挙がる［MA: 
478］。この書家は、GHがKāšān出身の書家として伝えるMīr Mu‘izz al-Dīnに同じかも
しれない。この書家はヒジュラ暦995（1586/7）年に亡くなったが、その作品は商人た
ちがインドに持って行っていたという［GH: 119］。（M）

 122	 Mīrzā Ibrāhīm Iṣfahānī. TAAには、Šāh Ṭahmāsp時代に知られた書家としてMīrzā 
Ibrāhīm Iṣfahānīの名が見える［TAA: 172］。（N）

	 　MAにMīr ‘Alī Harawīの流れをくむナスタアリーク体の書家として名が挙がるが、詳
細は不明である［MA: 478］。（M）

 123	 Šāh Maḥmūd Nīšāpūrī以降Mīrzā Ibrāhīm Iṣfahānīに至る17名の書家の列挙は、「ア
ルバム序文」においてはかなり異なり、以下の6名が挙がるに過ぎないし、その中に
は本書AAが言及しないMīr Aḥmad Mašhadīなる書家（これは注119でMuḥammad 
Ḥusayn Tabrīzīの師として言及されたMīr Sayyid Aḥmad Mašhadīを指すかもしれな
い）の名さえ挙がっているなど、本書との差異が際立っている。Mawlānā Muḥammad 
Ḥusayn Tabrīzī, Mīr Aḥmad Mašhadī, Mawlānā Ḥasan ‘Alī Mašhadī, Mawlānā Šāh 
Muḥammad Nīšāpūrī, Mīr Mu‘izz Kāšī, Mīrzā Ibrāhīm Iṣfahānī ［IAF: 265］. （M）

 124	 Muḥammad Ḥusayn KašmīrīはAkbar時代からǦahāngīr時代にかけて活動した。本
書AAに先行する彼の代表作としては、ヒジュラ暦990年（1582/3）年作成のSa‘dī著
Gulistān写本（Royal Asiatic Society所蔵。Pers. 258. 書家の肖像画を含む彩飾を備え
たコロフォンの写真は［Seyller 2001: 40］。このようなスタイルのコロフォンがムガ
ル帝国時代の古写本に複数見られることについては［Das 1981; Seyller 2004: 108］。な
おRoyal Asiatic Societyのホームページでこの写本全頁の画像を閲覧できる（URL: 
https://royalasiaticcollections.org/ras-persian-258/））、ヒジュラ暦992年（1584/5）作
成のSa‘dī著Gulistān写本（ウィンザーのロイヤル・コレクション所蔵（RCIN 1005022）

［Hannam 2018: 60-61］。この写本に付された書き込み等の詳細な書誌情報は［Seyller 
1997: 312-313］。上記の年代もこの論文による。この写本の画像はロイヤル・コレクショ
ンのホームページで一部閲覧できる。URL: https://www.rct.uk/collection/search#/20/
collection/1005022/gulistan 2019年8月19日閲覧）、があり、さらにAbū al-Faḍlの念
頭には、1595年2月ラホールで作成のĞāmī著Bahāristān写本（Bodleian Library所蔵。
MS. Elliott 254. この写本のコロフォンや書き込みに関する詳細な記述は［Seyller 1997: 
336］）があった可能性もある。いずれにせよ、以上の優品の数々は、本書執筆時点に
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という称号で世に知られている。マウラーナー・アブド・アルアズィーズ 125の

弟子であるが、師よりも秀でており、彼の伸線字と曲線字は互いに釣り合いが

取れている 126。目の利く者たちは、彼をムッラー・ミール・アリー 127に比肩する

ものと考えている。

　彼のほかに、永遠を装飾としたこの王朝の光輝によって名声を博したのは

著名なムッラー・ミール・アリーの息子マウラーナー・バーキル 128、ムハンマ

おけるAbū al-Faḍlの、この書家に対する抜群の評価を十分に裏書きする材料である。
その他、1596年ごろ作成のAkbar Nāmah写本（大英図書館所蔵。Or. 12988）［Seyller 
1997: 335］、1601/2年作成のAmīr Ḥasan Dihlawī著『詩集』写本（フダーバフシュ図
書館所蔵。HL 329）［Abdul Muqtadir 1962: 196-198; Seyller 2001: 39］に加え、書画
集（muraqqa‘）の素材としてのこされた書蹟は数多くある。また1607年、Ǧahāngīrは
Kābulへの道中にある狩場の近くに建てられたミナレットに同人がものした散文が彫
りつけられていることを伝えている［JN （T）: 53, JN （A）: 44］。なおこの書家の没年
については、MAの書家列伝がヒジュラ暦1020 （1611/2）年と伝えている［MA: 482］。
一方西暦1620年没とする説もあるが、これが成り立ちがたいことは［Seyller 2001: 43, 
n. 9］の論ずるとおりである。しかるに両者が引証していないMRはヒジュラ暦1025 

（1616/7） 年に一応の完成を見たと考えられるが、この書物において同人が故人として
扱われていることもMAの所伝を支える間接証拠である［MR: III, 1678］。（M）

 125	 Mawlānā ‘Abd al-‘Azīz. 詳細不明。同時代史料にはこの書家に比定できる人物を見い
だせない。バヤーニーはHaft-Qalamīの書家列伝Taḏkirah-i Ḫwuš-nawīsān（19世紀前
半）によってこの書家がMuḥammad Ḥusayn Kašmīrīの師であったことを紹介してい
る［Bayānī 1363-1364 Sh.: I, 402-403］。しかしその根拠たる記述は、本書AAの記事を
典拠とした校訂注でしかないから、この紹介は無意味である。（M）

 126	 伸線字（maddāt）、曲線字（dawā’ir）の解釈については英語訳の注に従った［AA 
（Etr.）: I, 109, n. 4］。（M）

 127	 既出のマウラーナー・ミール・アリー・ハラウィーに同じ（注104）。（M）
 128	 フダーバフシュ図書館には「Mullā Mīr ‘Alīの息子Bāqir」の筆になるムガル帝国時

代の古写本が所蔵されている［Abdul Muqtadir 1962: 145-146］。この写本に付された印
章や署名についての詳しい記述は［Seyller 1997: 328］。また同人の書写になるSa‘dī著
Gulistān写本（バーラト・カーラー・バヴァン所蔵。no. 3/9935）の作成年代がヒジュ
ラ暦972（1567/8）年であり、この書写が港市SūratでMun‘im Ḫānなる人物のために行
われたことは、この書家の活動状況をうかがわせる材料である［Seyller 1997: 331］。た
だしこのMun‘im Ḫānが当時Ḫān-i Ḫān-ānの称号を帯びていた有力貴族のことを指す
とすると、その貴族はSūratやGuǧarāt地方に居たことはないし、1567/8年当時、彼は
ガンジス川中流域のいわゆる「東国」の鎮定に軍を率いていたから、この写本は遠地の
パトロンに宛てて送り出されるべく、作成されたことになる。一方いわゆるMuraqqa‘-i 
Gulšanの作成にあたり、彼が父Mīr ‘Alīの書蹟を収録したことについては［Soucek 

（EIr）: ‘Alī Heravī］。叙述史料としては INJに、第3代君主Akbarの乳兄弟Mīrzā ‘Azīz 
（1625年没）が書道をよくし、その師が「Mullā Mīr ‘Alīの息子Mīrzā Bāqir」だったと
の記事が見える［INJ （B）: 230］。INJのこの記事はラクナウー版には見えない異文で
あるが、Ǧahāngīr Nāmahの補遺部分には採録されているので、信頼を置いてよい情報
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ド・アミーン・マシュハディー 129、ミール・フサイン・クランギー 130、マウラー

ナー・アブド・アルハイイ 131、マウラーナー・ドゥーリー 132、マウラーナー・アブ

と考えられる［JN （T）: 477; JN （A）: 395］。また‘Abd al-Raḥīm Ḫān-i Ḫān-ānのもと
に渡来した書家として「著名な書家Mawlānā Mīr ‘Alīの子Mīrzā Bāqī」がMRに言及さ
れている［MR: III, 1681］。このBāqīはことによるとBāqirの誤伝ないし誤写であり、つ
まりMRのこの記事は本書のMawlānā Bāqirを指している可能性もある。しかしMīrzā 
Bāqīは、MAhにおいて書家Mawlānā Mīr ‘Alīの子としてナスタアリークを得意とした
人物として記録されているので、本書のMawlānā BāqirにはMīrzā Bāqīなる兄弟がい
たものとさしあたり考えておくべきだろう［MAh: 270］。SoucekはMīr ‘Alīの息子の名
をMīr Muḥammad Bāqirと記しているが、その根拠は不明であるし、この名の人物が
‘Abd al-Raḥīm Ḫān-i Ḫān-ānに奉職していたと断定できる根拠も不明である。（M）

 129	 Muḥammad Amīn Mašhadī. この書家は、Akbarの書院でMīr Kulang（注130）およ
びMīr Dūrī（注132）とともに『ハムザ物語』Qiṣṣah-i Ḥamzahの写本の浄書に従事し
た書家としてMShに言及されているḤāfiẓ Muḥammad Amīnに同じであろう［MSh: 
54］。またGHにおいてMašhad出身の書家として言及されているMawlānā Muḥammad 
Amīnと同じか。同人はMawlānā Šāh Muḥammadの弟子であり、後にインドに向かっ
たという。Mawlānā Šāh MuḥammadはMawlānā Salīmの弟子であり、後者はMīr ‘Alī 
Šīrのもとで活動したSulṭān Muḥammad Nūr（注96）の同時代の人であるというから、
Akbar時代に活動した書家の年代として、不整合はないであろう［GH: 104］。なお‘Abd 
al-Raḥīm Ḫān-i Ḫānānの保護下で活動したMašhad出身の写本装飾師（muḏahhib）た
るMullā Muḥammad Amīnと同一人物である可能性もある［MR: III, 1678］。（M）

 130	 MShに言及されるMīr KulangないしMīr Kulangīなる書家と同じであろう。この書
家はHirātのサイイドの家系に属し、Buḫārāで育ち、Mīr ‘Alīに書を学んだという。彼
はMaḥmūd-i Isḥāq（注107）とともにAkbarの宮廷に到来した。その後、Akbarの書院
でMīr Dūrī（注132）およびḤāfiẓ Muḥammad Amīnとともに『ハムザ物語』Qiṣṣah-i 
Ḥamzahの写本の浄書に従事したという。またḪwāǧah Ḥusayn Marwīなる詩人と親交
を結び、その詩集の書写も手がけた［MSh: 54, 120］。なおSeyllerは、1570年書写の
Ǧāmī著Yūsuf wa Zulayḫā写本（現在所在不明。1994年10月のクリスティーズの売立に
登場）に、その写字生が「Mīr Kalangīとして知られるMīr Ḥusayn al-Ḥusaynī」である
ことを示す記入があることを報告している［Seyller 1997: 305-306］。両者の年代に不整
合はないが、Mīr Ḥusayn al-Ḥusaynīなる書家については不明であり、この写字生を本
書の書家に特定できる証拠は十分ではない。（M）

 131	 既出の同名の書家（ティムール朝君主Sulṭān Abū Sa‘īd Mīrzāの書記。注78）とは
当然別人である。Ḥazīnīの雅号をもつMawlānā ‘Abd al-Ḥayy なる書家は当初、Mīrzā 
Kāmrānに仕えていたが、この主人が失脚するとHumāyūnの書院に迎えられた。ヒ
ジュラ暦970 （1562/3）年、両聖都への巡礼に向かう途上のGuǧarāt地方で死去した

［NM: 58v］。なおMawlānā ‘Abd Allāh Āš-paz （Tabbāḫ） （注57）の弟子、かつMawlānā 
Šayḫ Kamāl Sabzawārīの師として、GHに言及されるMawlānā ‘Abd al-Ḥayy/al-Ḥaqq 
Sabzawārīなる書家の名前にかかわるテクスト上の問題については注62参照。この問
題ゆえ、GHのこの書家を本文のMawlānā ‘Abd al-Ḥayyに同定できるか否かの判断は下
せない。（M）

 132	 Mīr Dūrī. Akbar時代の伝記資料においては、その名をMīr Sulṭān Bāyazīdという
Hirāt出身の能書家であったこと、ナスタアリーク書体に秀で、Akbarのもとではkātib 
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ド・アッラヒーム 133、ミール・アブド・アッラー 134、ニザーミー・カズウィーニ

al-mulk「国の書記官」の称号によって遇されたとの所伝が共通しており、MTは同人が
晩年に聖地巡礼を行ったとの情報を加えている［NM: 69v; HI: II, 159; TA: II, 494; MT: III, 
227］。MShはより詳しい情報を伝えており、この書家がサイイドの家系に属していたこ
と、書家のMullā Qāsim Šādī Šāh（注100）に師事したこと、Akbarのもとで彼が製作
した写本の中ではDuwal Rānī Ḫiḍr Ḫān（Amīr Ḫusraw原作のロマンス）が最高の出来で
あること、巡礼の帰路、搭乗した船がSūrat港沖で座礁したために水死を遂げたことを
伝えているが、その正確な時期は記さない［MSh: 77-78］。同書はさらにこの書家が『ハ
ムザ物語』Qiṣṣah-i Ḥamzahの写本の浄書に従事したことも伝える（注107参照）［MSh: 
54］。なお1587年にイスタンブルでMuṣṭafā ‘Ālīが完成させたManāqib al-Hunarwarān
もこの書家に言及しており、彼がヒジュラ暦986 （1578/9）年に「水に溺れて」死ん
だことを伝えている［MH: 240, 366］。インド国立博物館に所蔵されるDuwal Rānī Ḫiḍr 
Ḫān写本（L. 53.2/7）は、1568年にMīr Dūrīとして知られる写字生Sulṭān Bāyazīd ibn 
Mīr Niẓāmが作成したものであるが［Seyller 1997: 309］、この写字生はおそらく本文が
指す書家のことであり、この比定が成り立つなら、この写本は同人の活動時期の参考
材料ともなる。ことによるとこのインド国立博物館所蔵写本こそ、MShが指すもので
あるかもしれない。またヒジュラ暦967 （1559/60）年の紀年句を有する碑文（Nāgawr
の貯水池近くのモスク）には、作文者および筆耕者が「al-Dūrīとして知られるkātib al-
mulk」である旨、記録されている［Chaghtai 1954: 38-39］。年代を考慮すれば、この碑
文の作文者を本書のMīr Dūrī に同定して差し支えなかろう。（M）

 133	 AkbarおよびǦahāngīr時代に活動した、ナスタアリーク書体の名手Mawlānā（な
いしMullā）‘Abd al-Raḥīmを指しているであろう。‘Anbarīn-qalam（「龍涎香の筆」の
意）の称号を得たこの書家は「Ḫurāsānから」インドに到来した当初、‘Abd al-Raḥīm 
Ḫān-i Ḫān-ānに仕え、その蔵書の書写を多数てがけた。ムガル帝国におけるその名声
は「Mullā Muḥammad Ḥusayn Kašmīrīなきあと、彼の右に出る書家はHindūstānに
はない」と伝えられるほどであるという［MR: III, 354, 1658, 1678］。この書家による
写本の代表例としては、1593-95年にかけて製作されたNiẓāmī著Ḫamsahの写本（大
英図書館所蔵。Or. 12208. この写本についての専著は［Brend 1995］）、アクバル治世
第49年（1604/5）書写のǦāmī著Nafaḥāt al-Unsの写本（大英図書館所蔵。Or. 1362）

［Seyller 1997: 290］、および1599/1600年書写のSanā’ī著Ḥadīqat al-Ḥaqīqat写本（個人
蔵）［Seyller 1997: 305］。なお上記のḪamsah写本には、五部作を構成する各作品ごと
にコロフォンがあるが、そのうち二箇所のコロフォンに含まれるこの書家の名前は、そ
の父が「書家‘Abd al-Ḥayy」、祖父が「書家‘Alā’ al-Dīn Muḥammad al-Harawī」であっ
たことを示している［Brend 1995: 63-65］。しかしこの父と祖父がそれぞれ注131、注97
の書家にあたるかどうか、確実には判断できない。（M）

 134	 Mīr ‘Abd Allāh. MTには七書体に通じた書家であるばかりでなく、Waṣfīなる雅号の
詩人として立伝されている。書に関してはŠāh ĠiyāṯおよびMawlānā Rāqimīの弟子で
あったというが、この二人の師について詳細は不明である。さらに母方の血筋では、
TAの著者たるNiẓām al-Dīn Aḥmad Harawīの親類と伝わる［MT: III, 383］。この書家
のAkbar時代に属する作例としてはAmīr Ḥasan Dihlawīの『詩集』の写本がある（The 
Walters Art Museum所蔵W.650。この写本について詳しくは［Seyller 2004］）。コロ
フォンからはこの写本が、ヒジュラ暦1011年ムハッラム月27日（1602年7月17日）に
Ilāhābād （Allahabad）で完成したことと、この書家が後年帯びたMiškīn-qalam（「じゃ
香の筆」の意）という称号が用いられていることを読み取れる（このコロフォンは、写
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ー 135、アリー・チャマン・カシュミーリー 136、ヌール・アッラー、カースィム・

字生当人の肖像画を描き込んでいる。当の称号は写本本文に後続するコロフォンに見
られ、書写の場所と日付は、肖像画の人物が手にした書面に書き付けられている。こ
れらの文字情報を読み取れる図版は［Beach 1978: 39］。また所蔵館のホームページで
もこの写本の画像を閲覧できる （URL: https://manuscripts.thewalters.org/））。この書
家が1602年に Ilāhābādで活動していたことは、当時、王子Salīm（後の君主Ǧahāngīr）
が父帝Akbarに背いてその地に自らの宮廷を構えるとともに、帝国のアトリエで活動
していた画家、書家たちを引き抜いていった事実を反映している。この書家と王子と
の深い関係は、IlāhābādのいわゆるKhusrau Bagh所在のŠāh Begim墓廟の墓石碑文に
も見える（この碑文については［Desai 1962: 65-67; Begley 1985: 94］）。Šāh Begimは王
子Salīmの妻であり、同王子の即位前、ヒジュラ暦1013年ズー・アルヒッジャ月26日

（1605年5月15日）にアヘンの大量摂取によって死んだ［JN （T）: 33］。ただしこの碑
文に含まれるabǧadの紀年句“bi-ḫuld šud bīgim”の与える数価は1012である。この重
大な年代錯誤の理由は分からないし、従来研究も問題にしていない。また碑文におい
て当の書家が“Ǧahāngīr Šāhī”という称号を帯びていることを考慮すると、その王子夫
人の没年として記されるべき年代がいずれであったにせよ、この碑文が作成されたの
はその王子が即位した1605年11月以降でなければならないことになる。またǦahāngīr
治世第10年（1615/6年）、君主が当時滞在していたAǧmērにおいて作成された碑文の筆
耕者たる‘Abd Allāhがこの書家であることをTirmiziが指摘している［Tirmizi 1961: 55-
57］。なおこの書家については著者不明の伝記が17世紀書写の孤本によって伝世してお
り、そこに見られる複数の紀年句によって、書家の没年はヒジュラ暦1025 （1616/7）年
ないし同1035 （1625/6）年となるが［Ethé 1903: 316］、後代に属する文献史料MAは前
者の年代を伝える一方［MA: 483］、Seyllerは後者の年代に従っている［Seyller 2004: 
97］。Mīr ‘Abd Allāhの息子Mīr Ṣāliḥ（1650年没）も書家として活動したことがMA
に記録されており［MA: 483］、Šāh Ǧahānの宮廷では御書院管理官（dārūġah-i kitāb-
ḫānah-i mu‘allā）として奉職していたことが史料に見える［BNL: II, 414, 505, 679; BNW: 
88r, 99v］。（M）

 135	 Niẓāmī Qazwīnī. 詳細不明。同時代史料にはこの書家に比定できる人物を見いだせ
ず、バヤーニーの網羅的な研究書にも言及はない。（M）

 136	 ‘Alī Čaman Kašmīrī. 詳細不明。同時代史料にはこの書家に比定できる人物を見いだ
せず、バヤーニーの網羅的な研究書にも言及はない。（M）
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アルスラーン 137である 138。

参考文献：

一次資料
AA: Abū al-Faḍl, Ā’īn-i Akbarī. H. Blochmann (ed.), 2 vols., Calcutta, 1867-1877.
AA (Etr.): H. Blochmann (vol. 1) & H. S. Jarrett (vols. 2, 3) (trs.). (Rev. ed. D. C. Phillott & J. 

Sarkar), Calcutta, 3 vols., 1927-1949.
AA (Jtr.)(3): 二宮文子・真下裕之・和田郁子訳注「アブル・ファズル著『アーイーニ・ア

クバリー』訳注 （3）」『紀要（神戸大学文学部）』 42, 2015, pp. 113-151.

 137	 Blochmannは底本と英語訳のいずれにおいても、Nūr AllāhとQāsim Arslānを一連
の名前と見なしている［AA （Etr.）: I, 109］。しかしQāsim ArslānにNūr Allāhという
名称を付する史料の用例は他に無い。それゆえ本訳注では、この一節を、Nūr Allāhと
Qāsim Arslānという二人の名前を列挙したものと解釈した。Nūr Allāhなる人物を特
定するための証拠は乏しい。1580年代後半、Akbar宮廷に到来し、後にシーア派列伝
Maǧālis al-Mu’minīnをあらわしたQāḍī Nūr Allāh Šūštarīが本書の指す人物である可能
性があるが、MTの詳細な伝記にも当人の書に関する素養を示す情報はない。この人物
が本書の著者Abū al-Faḍlの兄Fayḍīと親交を結んでいたことも、状況証拠にしかなら
ない［MT: III, 137-138］。一方、Qāsim ArslānはṬūs出身であり、それゆえにṬūsīとい
うニスバを伝える史料もある［NM: 24v; MT: III, 178］。同地近くの大都市Mašhadを同
人の出身地と伝えたり［HI: II, 217; ArAsh: I, 577］、Mašhadīというニスバ［TA: II, 492; 
AA: I, 261; RT: 578v］を与えたりする別の伝記資料との相違は、問題とする必要がな
いであろう。Arslānという雅号の由来についてNMは、父Mawlānā Arslānに因むとい
う説と、彼がガズナ朝君主のアミール Arslān Ǧāḏibの子孫であることによるという説
とを紹介している［NM: 24v］。MAhに見える詩人Qāsim ArslānはArslān Mašhadīの
息子であるというが、この人物が本書の指すQāsim Arslānに同じであるかもしれない

［MAh: 273-274］。同人の書道の素養はたしかに史料に伝えられているが［NM: 24v; HI: 
II, 217; TA: II, 492; MT: III, 178］、史料に見える主たる活動はAkbar宮廷における詩人と
して、とくに紀年句の詠み手としてのものである［NM: 31v; TAk: 130; THA: 161; TA: II, 
228; MT: II, 41, 73, 98, 132, 136; III, 99, 171, 235; AN: II, 131, 235-6］。その死没について
は、1586/7年が没年であること、その場所がGuǧarāt地方のSarkhēǧであることが伝わ
る［MT: III, 180; ArAsh: I, 577］。（M）

 138	 Akbar宮廷における本書の書家の列挙に対して、「アルバム序文」はMuḥammad 
Ḥusayn Kašmīrīのみを簡単に挙げるに過ぎず、他の書家たちについては全く触れてい
ない［IAF: 265］。一方、本書の書家の列挙が完全でないことは言うまでもない。例え
ば『マハーバーラタ』ペルシア語訳Razm Nāmah写本（マーン・スィング2世博物館
所蔵。Acc. no. AG 1683-AG 1850）の写字生‘Ināyat Allāh ［Chaghatai 1943/4: 291-292; 
Seyller 1997: 307］、『ラーマーヤナ』ペルシア語訳写本（マーン・スィング二世博物館所
蔵。Acc. no. AG 1851-AG 2026）の写字生Mīr Muḥammad Taqī と Šayḫ Aḥmad Lāhawrī 

［Seyller 1997: 308］のごとく、Akbarの書院を代表する優品に関与した書家の名は、本
書に言及されていない。（M）
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1974.

GH: Qāḍī Aḥmad Qummī, Gulistān-i Hunar. Aḥmad Suhaylī Ḫwānsārī (ed.), Tihrān, 1352 
Sh.

GH (Etr.): do. V. Minorsky (tr.), Washington D.C., 1959.
HI: Amīn Aḥmad Rāzī, Haft Iqlīm. Ǧawād Fāḍil (ed.), 3 vols., Tihrān, n.d.
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【補注】
　以下は、本書AAのテクストの一部を「アルバム序文」と対照させた結果である。AA
の該当部分は、本訳注の83頁第1行「文字がなければ、」から84頁第4行「視覚の街道
から戻るのである」までである。左段においてAAのテクストを一文ごとに分節し、右
段に「アルバム序文」を対応させる。「アルバム序文」のテクストがAAに無い要素を呈
している箇所には下線を施し、AAとは異なる表現を呈している箇所には波線を施した。
注5において説明したごとく、「アルバム序文」がAAの「要約」であるという著者の説
明とはかなり食い違う結果が得られていることに注意すべきである。
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［AA: I, 112］
agar ḫaṭṭ na-būd-ī suḫan zandah-gānī 
na-dāšt-ī wa dil rā az guḏaštah-g-ān 
armaġānī na-rasīd-ī 

ṣūrat-bīn-ān paykar-i dūdah angār-and 
ma‘nī-parast-ān čirāġ-i šināsā’ī 

ẓulmat-ī ast bā hazār-ān furūġ nay-nay 
nūrī-st bā ḫāl-i čašm nā-rasīdah-gī 

naqš-nigār-i āgāhī-i sawād-i šahristān-i 
ma‘nī tār-i šabī ast ḫwuršīd-zā siyah 
abrī-st dāniš-bār 

bar ganǧīnah-i bīnā’ī šigarf ṭilismī ast 
ḫamūš-i gūyā wa bā ǧā -māndah -gī 
rawā’ī dār-ad wa bā uftādah-gī buland-
parwāzī 

az ‘ilm-zār-i īzadī partaw-ī bar nafs-i 
nāṭiqah uft-ad dil ū rā bi-šahristān-i 
ḫiyāl kih barzaḫī ast dar muǧarrad wa 
māddī firist-ad 

［IAF: 259］
agar ḫaṭṭ na-būd-ī suḫan zindah-gānī 
na-dāšt-ī wa dil rā az guḏaštah-hā 
armaġānī kam-tar rasīd-ī 

ṣūrat-bīn-ān paykar-i dūdah angār-
and wa ma‘nī-dān-ān naqīl-hā-yi čirāġ-i 
ma‘rifat šinās-and 

ẓulmat-ī-st dar way hazār-ān nūr bal 
nūrī-st kih ḫāl-i nā-rasīdah-gī-i čašm bā 
ḫwud dār-ad

naqš-nigār-i iqlīm-i āgāhī-st bal sawād-i 
a‘ẓam-i šahristān-i ma‘ānī šab-i tārī-
st kih bawāriq-i hūš-afzā bā ū-st abr-i 
siyāh-ī-st kih bār-ān rawšan-ī ār-ad 

ṭilism-ī-st ganǧīnah-i ma‘nī rā kih bā 
uftādah-gī rawānī dār-ad wa bā ḫamūšī 
gūyā ’ī wa bā ǧā māndah-gī buland 
parwāz-ī čūn na‘t-i kawn-ī ān nādirah-
muḫtara‘ niwištah āmad paywand-i ilāhī 
ū nigāštah mī-šaw-ad

muqaddasāt-i ma‘nawī az bār-gāh-i ‘ilm-i 
īzad-ī-i nisbat-i ḫāṣṣ kih nafs-i nāṭiqah 
rā bi-ān ǧanāb-i kibriyā-yi aḥadiyat-
ast andak-ī az bisyār-ī dar-ān gawhar-
āmūd-i taǧarrud lam‘ah-i ẓuhūr baḫš-ad 
wa sulṭān-i dil ū-rā bi-šahristān-i ḫiyāl 
kih dar ma‘nī barzaḫ-ī-st dar miyān-i 
muǧarrad wa māddī firist-ad 
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tā taǧarrudī ta ‘alluq-āmīz wa iṭlāqī 
taqayyad-āmūd padīd ā-y-ad 

wa az -ān -ǧā gām bar bām -i zabān 
nihādah bi-dast-yārī-i hawā bi-darīčah-i 
gūš dar-ā-y-ad wa 

sipas pāyah pāyah bār-i ta‘alluq az dūš 
bar-afkandah bi-ǧā-yi ḫwīš bāz šitāb-ad 
wa 

gāh ān musāfir-i āsmānī-sayr rā bi-
madad-gārī-i banān čāliš dih-ad wa 

az-ān-ǧā barr wa baḥr-i qalam wa midād 
dar nawardīdah bi-nuzhat-ābād-i ṣafā’iḥ 
bār kušā-y-ad wa az šāhrāh-i dīdah bāz 
gard-ad 

tā taǧarrudī bā ta‘alluq wa iṭlāqī bā 
taqayyud iktisāb namā-y-ad 

wa az -ān -ǧā gāh bar bām - i zabān 
šitāftah bi-darīčah-i gūš furūd āmadah 

marḥalah marḥalah rawābiṭ-i ta‘alluq 
guḏāštah bi-ḫalwat-kadah-i dil mī-
šitāb-ad wa az-ān-ǧā bi-waḥdat-sarā-yi 
taqaddus ruǧū‘-i ṣa‘ūd-ī mī-kun-ad wa 

gāh farmān-rawā-yi dil ān musāfir-i 
āsmānī-sayr rā bī-rāḥilah-i zabān bi-
wādī-i ayyādī rawānah mī-sāz-ad wa 

az-ān-ǧā bah barr wa baḥr-i qalam wa 
midād ‘ubūr namūdah bar fusḥat-ābād-i 
ṣafḥah-i ḥusn maḥmil mī-gušā-y-ad wa 
az-ān-ǧā bār-i aqāmat bastah az šāh-
rāh-i bāṣirah bi-dār al-mulk-i ḥaqīqat 
ṭabal-i raḥīl buland-āwāzah mī-sāz-ad 
wa bāyad dānist kih har rāh-naward-ī rā 
kih az dār al-‘ilm-i dil bi-‘amal-ḫānah-i 
ṣūrat ā-y-ad sawā-yi ān marāḥil kih 
guftah šud čahār manzil-i dīgar-ast kih 
qāfilah-i ma‘nī az-ān bi-guḏar-ad wa ān 
‘ibārat az čahār ḥālat-ast čah awwal dar 
dil-i andīšah-i ān kār padīd ā-y-ad kih 
ān-rā ḫāṭir nām-and wa ḥadīṯ-i nafs gū-
y-and duwwum dil rā inǧiḏāb namā-y-
ad wa ḫalaǧān padīd ā-y-ad kih ān-rā 
mayl wa hayaǧān ḫwān-and siwwum dil 
‘azīmat-i ǧazm dar sar gīr-ad čahārum 
ān kār az pardah-i ḫafā bi-muǧallā-
yi ẓuhūr šitāb -ad bāyad kih ǧūyā -
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yi āgāhī nigāh-ī-i žarf dar-īn manāzil 
wa marātib-i āmadan wa bar gaštan-i 
hawdaǧ-nišīn-ān-i ma‘nī kun-ad tā basā 
az ḥaqā’iq-i taǧarrud wa ta‘alluq čihrah-
gušā wa ǧilwah-numā gard-ad
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